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第 1 章： CA APM Transaction Generator 
 

CA Application Performance Management Transaction Generator （CA APM TG）

は、プログラム可能なインテリジェント エージェントです。このエージェ

ントは、Web サイトおよび Web サービスの可用性、稼働状況、およびパ

フォーマンスを Web サイトへのアクセスを試みるユーザの観点から監視

するために役立ちます。 CA APM TG エージェントは、CA Customer 

Experience Manager （CA CEM）および CA Introscope® を使用して監視でき

る合成トランザクションを生成します。 CA APM TG のロード ランピング

機能を使用して Web アプリケーションに対する負荷を生成し、アプリ

ケーションがどのように負荷の変化を処理するかをテストします。 
 

営業時間中に運用上の問題が発生した場合、ダウン タイムがどれだけの

期間であっても、収益の重大な損失および顧客満足度の著しい低下を引き

起こすおそれがあります。 合成トランザクションを使用して営業時間外

に問題を識別することにより、実際のユーザと顧客に影響が及ぶ前に問題

を検索して修正できます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA APM TG 監視アーキテクチャ (P. 11) 

CA APM TG 機能 (P. 12) 
 

CA APM TG 監視アーキテクチャ 

CA APM TG エージェントは、スクリプトを使用して、組織の LAN または 

WAN の Web サイトおよび Web サービスに対して合成トランザクション

を実行します。 監視用にこれらのスクリプトを CA CEM に送信すると、CA 

CEM は、スクリプトからビジネス プロセスとビジネス トランザクション

を自動的に作成します。 CA CEM は、合成トランザクションを監視し、選

択した Web サイトおよび Web サービスの全般的な稼働状況を判断して、

実際のユーザに影響が及ぶ前に、Web サイトまたは Web アプリケーショ

ン内の問題にプロアクティブに対処します。 CA APM TG と CA CEM の統合

の詳細については、「CA CEM による CA APM TG データの表示  (P. 121)」を

参照してください。 
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午前 3 時問題への対処 

特定の Web サイトまたはアプリケーションへのトラフィックがほとんど

存在しない営業時間外に、Web サイトおよび Web サービスのメンテナン

スが実行されると、午前 3 時問題が発生します。 メンテナンス中に問題が

発生した場合、監視不足のため、しばしば営業日の開始まで問題が検出さ

れないことがあります。 これは、収益の損出および顧客満足度の低下に

結びつきます。 
 

Web サイトや Web アプリケーションの使用者がいない場合は、監視対象

のトランザクションがないため、CA CEM と CA Introscope® はその可用性と

パフォーマンスを測定できません。 問題が発生した場合、IT サポート担当

者が問題を調査し、解決方法を見つけ出すために必要な情報がありません。 

CA APM TG は、この午前 3 時問題の解決に役立ちます。 
 

CA APM TG で作成する合成トランザクションは、アプリケーション監視戦

略全体の重要なコンポーネントです。 営業時間外に問題が発生した場合

は、CA Introscope® Workstation または CEM コンソール を介して表示され

る合成トランザクション データにより、問題が発生している場所、およ

び問題を解決するための最適な方法が示されます。 CA Introscope® のア

ラート機能および CA CEM のインシデント レポート機能により、営業を開

始する前に問題を調査し、実際のユーザに影響が及ぶ前にソリューション

を実装できます。 
 

CA APM TG 機能 

CA APM TG は、CA Introscope® および CA CEM を使用して、Web アプリケー

ション監視システムに容易に統合されます。 このセクションで説明する

機能により、ご使用の IT アプリケーション スイートで CA APM TG を最大

限に活用できます。 以下のセクションでは、これらの機能について説明

します。 

■ ロード ランピング (P. 13) 

■ スクリプトの作成とメンテナンス (P. 13) 

■ CA Introscope® との統合 (P. 14) 

■ CA Customer Experience Manager との統合 (P. 14) 
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ロード ランピング 

CA APM TG 合成トランザクションを使用し、CA APM TG ロード ランピング

機能を使用して負荷をかけた状態で、新しいアプリケーションをテストす

ることもできます。 この機能は、実運用環境の要件に対してアプリケー

ションが十分に機能できるかどうかを判断するため、サーバ上の負荷をシ

ミュレートします。 
 

アプリケーション パフォーマンスの問題が発生すると、アプリケーショ

ンと IT サポート担当者は、「同じ問題が発生しているのはどのユーザか?」

という質問に対する答えを最初に探します。問題の範囲を把握することは、

問題の優先順位付け、および解決方法の発見に関わるその他のチームの決

定に役立ちます。 グローバル企業が直面する課題は、世界中のどこかが

常に営業時間外であるということです。 CA APM TG 合成トランザクション

を使用すると、すべての場所の Web アプリケーション パフォーマンスを

判断して、最高のパフォーマンスと顧客満足度を実現できます。 
 

スクリプトの作成とメンテナンス 

Web サイトと Web アプリケーションは複雑化の一途をたどっており、複

雑な技術を使用して複雑な要求を実行しています。 手動で作成したスク

リプトを使用して新しい技術を利用した Web アプリケーションを監視す

ると、スクリプト エラーや不正なデータがレポートされることになりま

す。 
 

CA APM TG スクリプト エディタを使用して、特定の Web サイトでのアク

ションを記録することにより、スクリプトを作成します。 ユーザがサイ

ト内を移動すると、クリック ストリーム イベントがスクリプトに記録さ

れます。 CA APM TG エージェントにスクリプトを保存し、それらを展開し

ます。 保存されたスクリプトは、Web サイトと Web アプリケーションに

対して実行され、CA Introscope® および CA CEM を使用して監視できるデー

タを作成します。 
 

IT 組織は絶えず新しいバージョンの Web アプリケーションを展開するた

め、スクリプトのメンテナンスも重要になります。 CA APM TG スクリプト 

エディタでは、スクリプトの編集、更新、および保守を容易に実行できま

す。 これにより、誤ったアラームの数が減少し、監視対象のすべての Web 

サイトとアプリケーションの最新情報が提供されます。 
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また、CA APM TG スクリプトは、CA CEM でビジネス プロセスおよびビジ

ネス トランザクションを自動的に作成することもできます。 スクリプト

を CA APM TG から CA CEM にマイグレートすると、新しいビジネス プロセ

スが自動的に作成され、スクリプトからビジネス トランザクションが生

成されるため、大幅に時間を節約できます。 

スクリプトの作成およびメンテナンスの詳細については、「CA APM TG ス

クリプトの作成および編集 (P. 71)」を参照してください。 
 

CA Introscope® との統合 

CA Introscope® は、実運用環境で複雑な Web アプリケーションを監視し、

顧客に影響が及ぶ前に問題を検出して、すばやく連携的に解決することを

可能にします。 CA Introscope® は、パフォーマンスを低下させることなく、

エンドツーエンドのトランザクションすべてを可視化し、インフラストラ

クチャ全体にわたる診断を可能にします。これには、アプリケーション自

体、アプリケーション サーバ、Web サーバ、メッセージング ミドルウェ

ア、データベース、およびトランザクション サーバが含まれます。 

CA APM TG スクリプト情報は、CA Introscope® Investigator で表示できます。 

CA APM TG と CA Introscope® の使用方法の詳細については、「CA APM TG 

メトリックの表示 (P. 115)」を参照してください。 CA Introscope® の使用方

法の詳細については、「CA APM 設定および管理ガイド」を参照してくだ

さい。 
 

CA Customer Experience Manager との統合 

CA CEM は、ビジネス マネージャと IT 担当者の両者が各顧客のオンライン 

エクスペリエンスを理解し、対応できるようにします。 外部顧客、サプ

ライヤ、または従業員のいずれであるかに関係なく、CA CEM は、すべて

のエンド ユーザのエクスペリエンスを最適化し、アプリケーションがビ

ジネス ニーズを完全に満たすことのできる実用的な情報を作成します。 
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CEM コンソール は、CA APM TG によって生成された合成トランザクション

を追跡および監視して、合成トランザクション用のビジネス トランザク

ション定義を自動的に作成します。 すべての合成トランザクションは 

CEM コンソール で合成としてマークされるため、Web サイトまたは Web 

アプリケーション内の問題にプロアクティブに対処するためのトランザ

クションを容易に識別および使用できます。 

CA CEM との統合の詳細については、「CA CEM 構成 (P. 20)」を参照してく

ださい。 
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第 2 章： CA APM Transaction Generator のイ

ンストール 
 

この章では、CA APM TG のインストール方法について説明します。 以下の

トピックについて説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

開始する前に (P. 17) 

CA APM Transaction Generator のインストール (P. 19) 

CA APM TG エージェントの起動設定 (P. 32) 

CA APM TG 固有の CA Introscope® コンポーネントのインストール (P. 33) 

コマンド ラインと CA APM TG エージェント (P. 35) 

Linux の DHCP に関する考慮事項 (P. 36) 
 

開始する前に 

CA APM TG によって生成されたトランザクションを監視するには、まず CA 

CEM または CA Introscope® をインストールする必要があります。 

CA APM TG をインストールする前に、環境が以下のシステム要件を満たし

ている必要があります。 

■ オペレーティング システム要件 (P. 17) 

■ CA APM TG エージェントに対する追加のオペレーティング システム 

サポート (P. 18) 

■ 推奨最小ハードウェア要件 (P. 18) 
 

オペレーティング システム要件 

以下のオペレーティング システムが、CA APM TG のすべてのコンポーネン

トでサポートされています。 

■ Windows 2003 Server Service Pack 2 

■ Windows XP Professional Service Pack 3 
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CA APM TG エージェントに対する追加のオペレーティング システム サポート 

以下のオペレーティング システムが、CA APM TG のすべてのコンポーネン

トでサポートされています。 

■ Windows 2003 Server   

■ Windows XP Professional   

CA APM TG エージェントに対する追加のオペレーティング システム サ

ポート 

■ Red Hat Enterprise Linux ES   

■ Red Hat Enterprise Linux AS   

■ SUSE Linux Enterprise Server  

サポートされている特定バージョンの詳細については、「CA APM 

Compatibility Guide」を参照してください。  
 

推奨最小ハードウェア要件 

以下のハードウェア要件は、CA APM TG のインストールに必要な最小要件

です。 

Windows 

■ Pentium III 866 MHz プロセッサ 

■ 1 GB 以上の RAM 

■ 300 MB 以上の空きディスク容量 

注： ストレージの使用は、CA APM TG エージェントの設定によって異なり

ます。 インストールで推奨容量以上を必要とすることはありませんが、

CA APM TG が正常に動作するためには、より多くのストレージ領域が必要

です。 
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Linux 

■ Pentium III 500 MHz プロセッサ 

■ 512 MB 以上の RAM 

■ 300 MB 以上の空きディスク容量 

注： ストレージの使用は、CA APM TG エージェントの設定によって異なり

ます。 インストールで推奨容量以上を必要とすることはありませんが、

CA APM TG が正常に動作するためには、より多くのストレージ領域が必要

です。 

■ 1 つの 10/100 MB ネットワーク インターフェース カード（NIC） 
 

CA APM Transaction Generator のインストール 

CA サポート の CA APM ソフトウェア ダウンロード セクションからイン

ストール パッケージを入手する必要があります。 CA APM TG では、以下

のインストール パッケージが使用可能です。 

■ Windows 用の CA APM TG インストール パッケージ 

■ Linux 用の CA APM TG インストール パッケージ 
 

CA APM TG は、以下のコンポーネントで構成されています。 

■ CA APM TG エージェント (P. 20) 

■ CA APM TG スクリプト エディタ (P. 20) 

■ CA APM TG 管理サーバおよびエージェント構成インターフェース (P. 

20) 

詳細については、「CA APM TG コンポーネント (P. 19)」を参照してくださ

い。 
 

CA APM TG コンポーネント 

CA APM TG は、以下のコンポーネントで構成されています。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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CA APM TG エージェント 

CA APM TG エージェントは、Web サイトおよび Web サービスに対して合

成トランザクションを実行します。 詳細については、「CA APM TG エー

ジェント構成 (P. 41)」を参照してください。 
 

CA APM TG スクリプト エディタ 

CA APM TG スクリプト エディタでは、スクリプトを表示、作成、変更、お

よび削除できます。 また、スクリプト エディタを使用して、合成トラン

ザクションをスクリプトに記録し、CA APM TG エージェントにロードして

実行します。 詳細については、「CA APM TG スクリプトの作成および編集 

(P. 71)」を参照してください。 

注： CA APM TG スクリプト エディタは、Windows プラットフォーム上での

み実行されます。 
 

CA APM TG 管理サーバおよびエージェント構成インターフェース 

CA APM TG 管理サーバおよびエージェント構成インターフェースは、CA 

APM TG エージェントを管理します。 CA APM TG 管理サーバは、以下の構

成からログイン クレデンシャルを使用するように設定できます。 

■ CA CEM 構成 (P. 20) 

■ スタンドアロン構成 (P. 21) 
 

CA CEM 構成 

CEM コンソール と同じログイン クレデンシャルを使用するように、CA 

APM TG 管理サーバを設定できます。これにより、システム管理者が単一

セットのログイン クレデンシャルで管理できるようになります。 CEM コ

ンソール とエージェント構成の両方に対してユーザ名とパスワードを 1 

つ覚えれば済むため、ユーザにとってメリットとなります。 

CEM コンソール と同じクレデンシャルを使用するには、Enterprise 

Manager へのネットワーク アクセスを持つ Windows または Linux プラッ

トフォーム上に CA APM TG 管理サーバ コンポーネントをインストールし

ます。 ユーザ クレデンシャルの管理については、CEM コンソール 管理者

に問い合わせます。 

注： CA APM TG 管理サーバのインストールの詳細については、「Windows 

での CA APM TG のインストール (P. 21)」または「Linux での CA APM TG の

インストール (P. 24)」を参照してください。 
 



CA APM Transaction Generator のインストール 

 

第 2 章： CA APM Transaction Generator のインストール  21  
 

スタンドアロン構成 

CA APM TG 管理サーバは、スタンドアロン構成でデプロイできます。この

場合、認証および許可のため、ユーザ情報はシンプルなテキスト ベース

のセキュリティ ファイルからメモリに読み込まれます。 このシンプルな

構成により、CA APM TG の操作をすばやく習得できます。 これは、実稼働

での使用を意図していません。 スタンドアロン構成でのユーザ アクセス

の管理の詳細については、「スタンドアロン構成での CA APM TG ユーザ 

アクセスの管理 (P. 29)」を参照してください。 

スタンドアロン構成では、Windows または Linux プラットフォーム上に CA 

APM TG 管理サーバ コンポーネントをインストールします。 CA APM TG 管

理サーバのインストールの詳細については、「Windows での CA APM TG の

インストール (P. 21)」または「Linux での CA APM TG のインストール (P. 24)」

を参照してください。 
 

Windows での CA APM TG のインストール 

以下のセクションでは、CA APM TG を Windows にインストールする方法に

ついて説明します。 以下の手順を開始する前に、CA APM TG ファイルをダ

ウンロードしておく必要があります。 詳細については、「CA APM 

Transaction Generator のインストール (P. 19)」を参照してください。 
 

注： CA APM TG をインストールするには、管理者権限が必要です。 

Windows に CA APM TG をインストールする方法 

1. setup.exe をクリックして CA APM TG のインストールを開始します。 

2. InstallShield セットアップが起動します。 CA APM TG をインストールす

る場所を選択するか、デフォルトの場所をそのまま受け入れ、［Next］

をクリックします。 
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3. インストールするコンポーネントを選択します。 以下のコンポーネン

トをインストールできます。 

■ Transaction Generator： プラス（+）記号を使用して Transaction 

Generator ツリーを展開し、インストールするコンポーネントを選

択します。 ［Transaction Generator］の横にあるチェック ボックス

をオンにすると、インストールできるすべてのサブコンポーネン

トが選択されます。 一部のサブコンポーネントには、設定オプショ

ンがあります。 

以下のサブコンポーネントをインストールできます。 

■ Agent： CA APM TG エージェントをインストールします。 

RTMCServer、プロキシ サーバ、およびセキュア（SSL）プロキ

シ サーバ情報を設定するには、［Configuration］をクリックし

ます。 

  CA APM TG エージェントは、RTMCServer プロセスを使用して 

Web アプリケーションにアクセスします。 CA APM TG エージェ

ントによって使用されるポートを変更して、RTMCServer プロセ

スと通信できます。 RTMCServer は、RTM Configuration ツール

を使用して後で設定できます。 ［スタート］-［CA APM 

Transaction Generator］-［RTM Configuration］に移動します。 
 

■ <apmtg-site1>： <apmtg-site1> という名前の CA APM TG エー

ジェントをインストールします。 CA APM TG エージェントの名

前を変更するには、［Configuration］をクリックします。 CA APM 

TG エージェントの設定の詳細については、「インストール時

の CA APM TG エージェントの設定 (P. 23)」を参照してください。 
 

■ Script Editor： スクリプト エディタをインストールします。 ス

クリプト エディタでは、Web アプリケーションの監視に使用

するスクリプトを記録および編集できます。 

■ Administration Server： 管理サーバ（CA APM TG エージェントに管

理インターフェースを提供する J2EE アプリケーション）をインス

トールします。 ［Configure］をクリックしてポート オプションを

選択するか、CEM コンソール と同じユーザ クレデンシャルを使用

するように CA APM TG 管理サーバを設定します。 クレデンシャル

を CA CEM と共有するように設定する場合は、Enterprise Manager 

のホスト名およびポートが必要です。 

注： CA APM TG インストールごとに必要な管理サーバは 1 台のみです。 

単一の管理インターフェースを介して複数の CA APM TG エージェン

トにアクセスできます。 
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4. インストールする CA APM TG コンポーネントを選択および設定した

ら、［Next］をクリックします。 インストール情報を示す確認ダイア

ログ ボックスが表示されます。 ［Start Setup］をクリックしてインス

トールを開始します。ほかのオプションを選択する場合は、［Back］

をクリックして前のページに戻ります。インストールをキャンセルす

る場合は、［Cancel］をクリックします。 
 

インストール時の CA APM TG エージェントの設定 

CA APM TG エージェントのインストール時には、エージェントの名前を設

定するか、デフォルトのエージェント名をそのまま使用できます。 

インストール時に特定の名前を割り当てない場合、後でエージェントの名

前を変更するには、エージェントをアンインストールして再インストール

する必要があります。 
 

CA APM TG エージェントに名前を割り当てる際は、エージェントの地理的

な場所や監視対象のアプリケーションに関係のある名前など、意味のある

名前を選択します。 例： Princeton、3rdFloorWest、SAP_HR。 

注： CA APM TG エージェント名には、SAP_HR のように、スペースまたはア

ンダースコア以外の特殊文字を使用できません。 
 

オプションで管理インターフェースに表示される場所を指定し、追加の識

別子を設定できます。 場所の文字列には、任意の文字を使用できます。 
 

また、CA APM TG エージェントを設定して、CA Introscope® に情報を送信

できます。 この時点でこの機能を有効にしないように選択した場合は、

後で各 CA APM TG エージェントを設定できます。 CA Introscope® に情報を

送信するように CA APM TG エージェントを設定する場合の詳細について

は、「CA Introscope® Investigator での CA APM TG 情報の表示 (P. 25)」を参

照してください。 

注： マシンごとに、1 つの CA APM TG エージェントのみをインストールで

きます。 
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Linux での CA APM TG のインストール 

CA APM TG エージェントおよび管理サーバを Linux プラットフォームにイ

ンストールできます。 このインストール プロセスは、ユーザが Linux プ

ラットフォームを理解していることを前提としています。 以下の手順を

開始する前に、ファイルをダウンロードしておく必要があります。 詳細

については、「CA APM Transaction Generator のインストール (P. 19)」を参

照してください。 

注： CA APM TG をインストールするには、root 権限が必要です。 

Linux プラットフォームに CA APM TG エージェントをインストールする方法 

1. Linux プラットフォームのターミナル セッションから、root としてログ

インするか、su コマンドを使用してスーパーユーザに切り替えます。 

2. /apmtg_tmp などの作業ディレクトリを作成します。 
mkdir /apmtg_tmp 

 

3. 作成した作業ディレクトリに CA APM TG インストール .tar ファイルを

コピーします。 
 

4. インストール .tar ファイルを解凍します。 
tar -xvf name.tar 
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5. インストール ファイルを起動します。 
./install.setup install 

インストール スクリプトが起動し、インストールするコンポーネント、

ディレクトリ パス、およびその他の設定情報を確認する画面が表示さ

れます。 デフォルトをそのまま使用するか、別の情報を指定できます。 

以下のコンポーネントをインストールできます。 

■ CA APM Transaction Generator Agent — デフォルトをそのまま使用

する場合は、CA APM Transaction Generator Agent apmtg_site1 がポー

ト 7700、RTMCServer ポートが 7201 を使用してインストールされ

ます。プロキシ サーバまたはセキュア プロキシ サーバは使用され

ません。 また、CA APM Transaction Generator エージェントを設定

して、Introscope に情報を送信できます。 この時点でこの機能を有

効にしないように選択した場合は、後で設定できます。 

■ CA APM Transaction Generator Administration Server — CA APM 

Transaction Generator Administration Server はポート 9090 上に設定

され、スタンドアロン構成でデプロイされます。 CEM コンソール 

と同じクレデンシャルを使用するように選択できます。 クレデン

シャルを共有するように設定する場合は、Enterprise Manager のホ

スト名およびポートが必要です。 

6. インストールが完了したら、ログアウトして再度ログインする必要が
あります。 

注： 静的 IP ではなく DHCP を使用して IP アドレスを取得する Linux 上

で動作する CA APM TG エージェントに接続する場合は、スクリプト エ

ディタ（Windows 上でのみ動作）を使用すると問題が発生します。 詳

細については、「Linux の DHCP に関する考慮事項 (P. 36)」を参照して

ください。 
 

CA Introscope® Investigator での CA APM TG 情報の表示 

この機能を有効にすると、CA APM TG は、CA APM TG エージェントのステー

タスとそのスクリプトに関する情報を CA Introscope® に送信します。CA 

Introscope® では、このデータが Investigator ツリーに表示されます。 この

機能は、CA APM TG エージェントのインストール時、または CA APM TG 

エージェントのインストール後に有効にして設定できます。 詳細につい

ては、以下を参照してください。 

■ Windows での CA Introscope® との統合 (P. 26) 

■ Linux での CA Introscope® との統合 (P. 27) 
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Windows での CA Introscope® との統合 

以下のセクションでは、Windows 上で実行される CA APM TG エージェント

で CA Introscope® 統合を有効にする方法について説明します。 インストー

ル時またはインストール後に CA Introscope® 統合を有効にして設定できま

す。 

■ インストール時の CA Introscope® の有効化および設定 (P. 26) 

■ インストール後の CA Introscope® の有効化および設定 (P. 26) 
 

インストール時の CA Introscope® の有効化および設定 

1. CA APM TG エージェントのインストール時に、エージェント インス

トール コンポーネントを展開し、デフォルトのインスタンス名 

apmtg_site1 を強調表示します。 

2. ［Configuration］ボタンをクリックします。 

3. ［Introscope Metric Data］グループで、［Enable Introscope］をオンに

して、［Introscope EM Host］および［Introscope EM Port］を入力しま

す。 

注： インストーラは、指定されたホストおよびポートに Enterprise Manager 

が存在していることを確認しようと試みます。 ただし、Enterprise Manager 

が実行されていない場合は、これらの設定を続行または変更するためのオ

プションが提供されます。 
 

インストール後の CA Introscope® の有効化および設定 

以下のセクションでは、インストール時に CA Introscope® を有効にせず、

後で有効にする場合に、CA Introscope® 統合を有効にする方法について説

明します。 

1. コマンド プロンプトから、ディレクトリを以下に変更します。 
<apmtg_home>¥Introscope¥config 

2. IntroscopeEPAgent.properties ファイルを編集し、以下の変数に CA 

Introscope® Enterprise Manager のホスト名およびポートを設定します。 
introscope.agent.enterprisemanager.transport.tcp.host.DEFAULT=emhostname 

introscope.agent.enterprisemanager.transport.tcp.port.DEFAULT=emport 

3. 以下の手順に従って、CA Introscope® 統合を手動または自動で起動しま

す。 
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CA Introscope® 統合を手動で起動する方法 

1. コマンド プロンプトから、ディレクトリを以下に変更します。 
<apmtg_home>¥Introscope 

2. StartAgent.bat を実行し、アクティブなコンソール ウィンドウの CA 

Introscope® 統合をアクティブ化します。 

3. CA APM TG エージェント構成にログインし、データを CA Introscope® に

送信するようにエージェントを設定します。 

a. ［Connect to Agent］-［AgentPort］-［Configuration］タブ-［Configure 

Agent］に移動します。 

b. ［Configure Agent］ページで、［Send Data to Introscope］を［Yes］

に設定します。 
 

CA Introscope® 統合を自動で起動する方法 

1. コマンド プロンプトから、ディレクトリを以下に変更します。 
<apmtg_home>¥WTGService 

2. wtgservice.ini ファイルを編集し、iscope を［LAUNCH］セクションに追

加します。 

注： 再起動（または wtgservice の停止および再起動）すると、CA 

Introscope® 統合がアクティブになります。 

3. CA APM TG エージェント構成 UI にログインし、データを CA 

Introscope® に送信するようにエージェントを設定します。 

a. ［Connect to Agent］-［AgentPort］-［Configuration］タブ-［Configure 

Agent］に移動します。 

b. ［Configure Agent］ページで、［Send Data to Introscope］を［Yes］

に設定します。 
 

Linux での CA Introscope® との統合 

以下のセクションでは、Linux 上で動作する CA APM TG エージェントで CA 

Introscope® 統合を有効にする方法について説明します。 インストール時

またはインストール後に CA Introscope® 統合を有効にして設定できます。 

■ インストール時の CA Introscope® の有効化および設定 (P. 28) 

■ インストール後の CA Introscope® の有効化および設定 (P. 28) 
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インストール時の CA Introscope® の有効化および設定 

CA APM TG エージェントのインストール時に、CA APM TG メトリックを CA 

Introscope® に送信するかどうかを確認する画面が表示されます。 「はい」

と回答すると、CA Introscope® Enterprise Manager のホスト アドレスおよび

ポートを入力するように要求されます。 Linux を再起動した後、CA 

Introscope® インターフェース コンポーネントが自動的に起動します。 
 

インストール後の CA Introscope® の有効化および設定 

以下のセクションでは、インストール時に CA Introscope® を有効にせず、

後で有効にする場合に、CA Introscope® 統合を有効にする方法について説

明します。 

1. コマンド プロンプトから、ディレクトリを以下に変更します。 
<apmtg_home>/Introscope/config 

2. IntroscopeEPAgent.properties ファイルを編集し、以下の変数に 

Introscope <EM> のホスト名およびポートを設定します。 
introscope.agent.enterprisemanager.transport.tcp.host.DEFAULT=emhostname 

introscope.agent.enterprisemanager.transport.tcp.port.DEFAULT=emport 

3. 以下の手順に従って、CA Introscope® 統合を手動または自動で起動しま

す。 
 

CA Introscope® 統合を手動で起動する方法 

1. コマンド プロンプトから、ディレクトリを以下に変更します。 
<apmtg_home>¥Introscope 

2. StartAgent.sh スクリプトを起動オプションで実行します。 
./StartAgent.sh start 

3. CA APM TG エージェント構成 UI にログインし、データを CA 

Introscope® に送信するようにエージェントを設定します。 

a. ［Connect to Agent］-［AgentPort］-［Configuration］タブ-［Configure 

Agent］に移動します。 

b. ［Configure Agent］ページで、［Send Data to Introscope］を［Yes］

に設定します。 
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CA Introscope® 統合を自動で起動する方法 

1. コマンド プロンプトから、ディレクトリを以下に変更します。 
<apmtg_home>/install_files/scripts 

2. MkStartIScope をインストール オプションで実行して、起動スクリプト

を作成します。 
./MkStartIScope i 

注： 再起動すると、CA Introscope® 統合がアクティブになります。 

3. CA APM TG エージェント構成 UI にログインし、データを CA 

Introscope® に送信するようにエージェントを設定します。 

a. ［Connect to Agent］-［AgentPort］-［Configuration］タブ-［Configure 

Agent］に移動します。 

b. ［Configure Agent］ページで、［Send Data to Introscope］を［Yes］

に設定します。 
 

スタンドアロン構成での CA APM TG ユーザ アクセスの管理 

スタンドアロン構成でデプロイすると、CA APM TG 管理サーバが 

cemadmin および wtgoperator の 2 つの事前定義済みユーザ名で提供され

ます。 cemadmin ユーザは管理者ロールを持ち、wtgoperator はオペレータ 

ロールを持ちます。 ［Security］ページでは、管理者がその他のユーザを

作成します。これらのユーザを、管理者権限を持つ（または持たない）ユー

ザとして指定できます。 
 

注： スタンドアロン構成では、CA APM TG 管理サーバは、認証および許可

のため、シンプルなテキスト ベースのセキュリティ ファイルからユーザ

情報をメモリに読み込みます。 このシンプルな構成により、CA APM TG の

操作をすばやく習得できます。 これは、実稼働での使用を意図していま

せん。 
 

CA APM TG 管理サーバが CA CEM とクレデンシャルを共有するように設定

されている場合は、ユーザ クレデンシャルの管理について CA CEM 管理者

に問い合わせます。 

［Security］ページには、2 つのペインがあります。 

■ List of Users — ユーザを表示、編集、または削除します。 

■ User Information — 新しいユーザを追加します。 
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新しいユーザ アカウントを作成する方法 

1. ［Dashboard］タブで、［Security］リンク（右上隅）をクリックしま

す。 

注： ［Security］ページは、CA APM TG 管理サーバがスタンドアロン オ

ペレーション用に設定されている場合のみ利用可能です。 ［Security］

ページは、CA APM TG 管理者のみが使用できます。 

2. ［User Information］ペインに適切な情報を入力し、新しいユーザを追

加します。 

■ User Name — 新しい CA APM TG ユーザのログイン ユーザ名。 

■ Roles — 管理者ロールを選択すると、CA APM TG エージェント構成

へのフル アクセスをこのユーザに許可します。 オペレータ ロール

を選択すると、このユーザに制限されたアクセス権が付与されま

す。 

■ Account Enabled — デフォルトでは、新規ユーザは有効です。この

ユーザ アカウントを有効にしない場合は、このチェック ボックス

をオフにします。 

■ Password — 6 文字以上である必要があります。 パスワードでは、

大文字と小文字が区別されます。 

■ ［Reset］ボタン — 現在のユーザ情報をクリアします。 

■ ［Save User］ボタン — ユーザ情報を保存します。 

3. ［Save User］をクリックします。 
 

ユーザ アカウントを編集する方法 

■ ［List of Users］で、［User Name］リンクをクリックして［User 

Information］ペインにこのアカウントを表示します。 

ロールの変更、アカウントの有効化または無効化、およびパスワード

の変更を行えます。 
 

ユーザを削除する方法 

■ ［List of Users］で、ユーザ名の横にあるチェック ボックスをオンにし

て、［Delete］をクリックします。 

ユーザ名が削除されます。 
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CA CEM での CA APM TG エージェントの可用性の表示 

CA APM TG エージェントの可用性に関する情報を CEM コンソール に送信

できます。 CA APM TG エージェントが利用不可の場合、CA APM TG は CA 

CEM に通知し、CEM コンソール の［System］-［Events］の下にイベント

が表示されます。 CA APM TG エージェントが再度利用可能になると、CA 

APM TG によって別の通知が送信されます。 この機能は、CA APM TG エー

ジェントをインストールした後に有効にできます。 

CEM コンソール で CA APM TG エージェント通知を有効にする方法 

■ wtg.properties ファイルで、通知の送信先の CA CEM ホストの IP アドレ

スおよびポート番号を指定します。 

wtg.properties ファイル

は、%WTG_HOME%¥Tomcat¥webapps¥wtg¥WEB-INF にあり、以下が含

まれています。 
CEM.Tess.Host=127.0.0.1 

CEM.Tess.HostPort=80 

# CEM Tang notification interval. Set to -1 to disable CEM Tang notification. 

CEM.Tang.Notification.Interval=-1 
 

通知間隔は秒単位で指定します。 既知のエージェント リスト内のエー

ジェントのステータスは、この間隔で確認されます。 

注： 共有された CA CEM クレデンシャルを使用している場合は、

CEM.Tess.Host プロパティがすでに設定されています。 その場合、設定

する必要があるのは、CEM.Tang.Notification.Interval プロパティのみで

す。 

CA CEM で CA APM TG エージェント通知を無効にする方法 

■ CEM.Tang.Notification.Interval を -1 に設定し、CEM Tang 通知を無効にし

ます。 
 



CA APM TG エージェントの起動設定 
 

32  Transaction Generator Implementation Guide 
 

CA APM TG エージェントの起動設定 

CA APM TG エージェントの動作を制御する設定を定義できます。 これらの

設定は、<apmtg_home>/wtgagent_name ディレクトリにある CA APM TG 

エージェント初期化ファイル（wtgagent.ini）で指定します。 これらの設

定は、CA APM TG エージェントの起動時に読み込まれます。 一部の設定は

インストール時に行った選択内容に基づいているため、変更しないでくだ

さい。 

注： IntroscopeSend パラメータはインストール時に設定され、初めてエー

ジェントを起動するときにのみ有効です。 その後、CA Introscope® 設定は、

CA APM TG 管理インターフェースの［Configure Agent］ページから制御さ

れます。 このタブの詳細については、「CA APM TG エージェントの設定 (P. 

47)」を参照してください。 
 

以下の CA APM TG エージェントの起動設定エントリを変更できます。 

■ LogFileSizeLimit=10000000 および LogFileRetain=5 

これらのエントリは、日常業務のログのサイズ（バイト単位）、およ

びログを保持する必要がある日数を制御します。 ログがサイズ制限を

超えると、新しいタイム スタンプを含むファイル名で、新しいログが

開かれます。 LogFileSizeLimit は、XML 形式のログには適用できません。 

LogFileSizeLimit ファイルは、<apmtg_home>/wtgagent_name ディレクト

リにあります。 LogFileRetain ファイルは、wtgagent.ini ディレクトリに

あります。  

■ TraceFileSizeLimit=10000000 および TraceFileRetain=5 

これらのエントリは、CA APM TG エージェント トレース ログのサイズ

（バイト単位）、およびログを保持する必要がある日数を制御します。 

ログがサイズ制限を超えると、新しいタイム スタンプを含むファイル

名で、新しいログが開かれます。 
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■ Location= 

オプションの場所情報を指定すると、特定の CA APM TG エージェント

を識別できます。 入力された文字列は、CA Introscope® 管理インター

フェースの［Configuration］タブに表示されます。また、CA Introscope® 

Investigator ツリーに CA APM TG エージェント メトリックとして表示

されます。 詳細については、「CA APM TG エージェントの設定 (P. 47)」

を参照してください。 

■ ListenPort=7700 

エージェントが CA APM TG 管理サーバと通信するために使用する

ポート。 
 

■ IntroscopeMetrics= 

CA Introscope® に送信する CA APM TG メトリックを指定します。 「そ

の他のメトリック (P. 116)」を参照してください。 

■ RTMAddress=localhost および RTMPort=7201 

これは、RTMCServer への接続時に使用されるアドレスとポートです。 

これは、監視対象スクリプトをポーリングする CA APM TG プロセスで

す。 ここでポートを変更する場合、<apmtg_home>/WTGService ディレ

クトリ内の rtm ファイルでも変更する必要があります。 
 

CA APM TG 固有の CA Introscope® コンポーネントのインストール 

CA Introscope® を使用して CA APM TG 情報を監視および表示するには、

「CA Introscope® タブ ビューのインストール (P. 34)」で説明する CA 

Introscope® コンポーネントをインストールおよび設定します。 
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CA Introscope® タブ ビューのインストール 

CA APM TG は、CA Introscope® Investigator でタブ ビューを使用してメト

リック情報を要約します。 Investigator ツリーのノードを参照することに

より、同じメトリック データを表示できます。 CA APM TG 固有のタブ 

ビューのファイルを Enterprise Manager のインストール場所にコピーする

必要があります。 

CA Introscope® タブ ビューをインストールする方法 

1. CA APM TG インストール イメージから、IntroscopeFiles¥TypeViews ディ

レクトリを開きます。 

Windows： WTGAgent-TV9.xml ファイルをコピーします。 

Linux： Linux インストール tar ファイルから、WTGAgent-TV9.xml ファ

イルをコピーします。 

2. コピーしたファイルを以下のディレクトリにペーストします。 
<EM_Home>¥ext¥ddtv 

注： ddtv フォルダが ext ディレクトリに存在しない場合は、作成する必要

があります。 Enterprise Manager に再接続すると、開いているすべての CA 

Introscope® Workstation にタブ ビューが表示されます。 
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コマンド ラインと CA APM TG エージェント 

CA APM TG エージェントをインストールした後、コマンド ラインから各コ

マンドを実行することにより、CA APM TG エージェントの起動、ステータ

スの確認、および CA APM TG エージェントの停止を行うことができます。 

すべてのプラットフォーム上で同じコマンドを使用できます。 

注： Windows では、CA APM TG エージェントはサービスとして実行される

ため、Windows サービス コントロール マネージャを介して起動および停

止する方法をお勧めします。 

CA APM TG エージェントを起動する方法 

■ コマンド プロンプトで、以下を入力します。 
wtgagent start <apmtg_site1> 

ここで <apmtg_site1> は、エージェントの名前です。 この名前は、イ

ンストール時にエージェントに割り当てられた名前と一致する必要が

あります。 

以下のメッセージが表示されます。 
wtgagent : <apmtg_site1> - Started 

コマンドを発行した際にエージェントがすでに実行されている場合は、

以下のメッセージが表示されます。 
wtgagent <apmtg_site1> - Already Running 

 

CA APM TG エージェントのステータスを確認する方法 

■ コマンド プロンプトで、以下を入力します。 
wtgagent status <apmtg_site1> 

ここで <apmtg_site1> は、CA APM TG エージェントの名前です。 この

名前は、インストール時に CA APM TG エージェントに割り当てられた

名前と一致する必要があります。 

以下のメッセージが表示されます。 
wtgagent : <apmtg_site1> - Running 

エージェントが実行されていない場合は、以下のメッセージが表示さ

れます。 
wtgagent : <apmtg_site1> - Not Running 
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CA APM TG エージェントを停止する方法 

■ コマンド プロンプトで、以下を入力します。 
wtgagent stop <apmtg_site1> 

ここで <apmtg_site1> は、CA APM TG エージェントの名前です。 この

名前は、インストール時に CA APM TG エージェントに割り当てられた

名前と一致する必要があります。 

以下のメッセージが表示されます。 
wtgagent : <apmtg_site1> - Stopping 

wtgagent : <apmtg_site1> - Stopped 

CA APM TG エージェントがすでに停止している場合は、以下のメッ

セージが表示されます。 
wtgagent : <apmtg_site1> - Not Running 

 

Linux の DHCP に関する考慮事項 

静的 IP ではなく DHCP を使用して IP アドレスを取得する Linux 上で動作

する CA APM TG エージェントに接続する場合は、スクリプト エディタ

（Windows 上でのみ動作）を使用すると問題が発生します。 

静的 IP アドレスがある場合は、/etc/hosts ファイルは以下の例のように指

定されます。 
127.0.0.1 localhost.localdomain localhost 

111.222.123.4 mylinux.ca.com mylinux 
 

これは、エージェント マシン上のスクリプトにアクセスするために CA 

APM TG の JAVA RMI コンポーネントと通信する必要があるスクリプト エ

ディタでは問題なく機能します。 

DHCP を使用している場合は、/etc/hosts は以下の例のように指定されます。 
127.0.0.1 mylinux.ca.com localhost.localdomain localhost mylinux 

 

デフォルトでは、Linux は、DNS にアクセスして IP アドレスの名前解決を

行う前に、最初に /etc/hosts ファイル内を検索するように設定されていま

す。 Linux 上の CA APM TG リモート Java RMI コンポーネントは、ホスト名

を解決することによって取得される IP アドレスの接続をリスンします。 

Linux のデフォルト設定の場合、ホスト名は 127.0.0.1 に解決されます。こ

れはループバック アドレスであるため、別のマシンから接続を試みるス

クリプト エディタは失敗します。 
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Linux は、/etc/nsswitch.conf ファイルを編集し、以下の例に示すように hosts 

エントリを指定することによって、アドレスを解決する際に最初に DNS に

アクセスするように設定できます。 
hosts: dns files 

その結果、ホスト名が DHCP によって提供された IP アドレスに解決され、

接続が成功します。 
 

特定の名前を使用するように Linux が設定されているか、または名前が 

DHCP によって割り当てられる場合、マシン名が必要という要件がありま

す。 これは、以下を入力することによってターミナル セッションから確

認できます。 
hosthame 

 

結果は、localhost.localdomain でなく、名前になります。 nsswitch.conf を変

更して再起動した後、hostname によって返された名前を使用して以下の

コマンドを実行します。 
host <name> 

結果は、127.0.0.1 ではなく、DHCP によって割り当てられた IP アドレスと

なります。 
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第 3 章： CA APM Transaction Generator エー

ジェントの設定 
 

この章では、CA APM TG エージェント構成を使用して、CA APM Transaction 

Generator （CA APM TG）エージェントを設定する方法について説明します。 

以下のトピックについて説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

エージェントの設定の概要 (P. 39) 

CA APM TG エージェント構成 (P. 41) 

グループおよびスクリプト (P. 53) 
 

エージェントの設定の概要 

CA APM TG エージェントの設定により、CA APM TG エージェントが Web サ

イトのポーリングに使用するスクリプトが決まります。また、ポーリング 

パラメータも決定され、さまざまなスクリプト処理機能が提供されます。 

CA APM TG エージェント タブを使用して、CA APM TG エージェントに接続

します。 エージェントをインストールした後に、エージェントを設定し、

エージェントのデフォルトを設定できます。 

CA APM TG エージェント設定プロセスの概要を以下に示します。 

1. オプションで、エージェント設定を設定するか、またはデフォルト設

定をそのまま使用します。 すべてのスクリプトの設定を変更するには、

「CA APM TG エージェントのデフォルトの設定 (P. 51)」を参照してく

ださい。 グループの設定を変更するには、「グループの設定 (P. 57)」

を参照してください。 

2. アプリケーション監視戦略を進めるために、CA APM TG 合成トランザ

クションが必要な Web サイトおよび Web サービスを決定します。 特

定のサイトまたはサービス用のグループを作成するなど、オプション

で、グループを作成して Web サイトおよび Web サービスの監視を進

めることができます。 詳細については、「グループおよびスクリプト 

(P. 53)」を参照してください。 
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3. この監視プロセス用のスクリプトを作成します。 詳細については、

「グループおよびスクリプト (P. 53)」を参照してください。 スクリプ

トでは、監視対象の Web サイトおよび Web サービスに対して、CA APM 

TG エージェントが実行する手順を詳細に記述します。 スクリプトの作

成については、「CA APM TG スクリプトの作成および編集 (P. 71)」を

参照してください。 

4. エージェント内のスクリプトを更新します。 CA APM TG エージェント

に接続し、［All Scripts］タブまたは［Group Scripts］ページ（［Scripts 

By Group］-［GroupName］）のいずれかで、［Update Modified Scripts］

ボタンをクリックします。 

5. エージェントのデフォルト情報を設定します。 この作業に関して詳し

い知識があると、適切なデフォルト設定を選択できます。 詳細につい

ては、「階層の設定 (P. 40)」を参照してください。 
 

階層の設定 

階層は、エージェント上のスクリプトの設定、スクリプトのグループ、お

よびすべてのスクリプトに存在します。 CA APM TG エージェントは、スク

リプトを整理するためにグループを使用します。 スクリプトに固有の設

定がスクリプト エディタで設定されていない場合、スクリプトが属する

グループの設定がデフォルトとして使用されます。 グループに固有の設

定が［Configure Group］ページで設定されていない場合、グループが関連

付けられているエージェントの設定がデフォルトとして使用されます。 

目的のポーリング結果に応じて、別の設定を使用するようにスクリプトと

グループの両方を設定できます。 デフォルト エージェント設定を維持す

るか、またはそれらを変更することができます（推奨）。 
 

CA APM TG エージェントの設定によって、エージェントが実行するスクリ

プト、エージェントがリソース データを収集する方法、およびエージェ

ントがスクリプトのステータスを判断する方法が決まります。 ［CA APM 

TG agent View］ページの［Configuration］タブに、現在の設定およびポー

リング統計が表示されます。 
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間隔の設定により、CA APM TG エージェントのパフォーマンスを詳細に調

整できます。 CA APM TG エージェントのデフォルトおよびポーリング間隔

設定により、CA APM TG エージェントに関連付けられるグループとスクリ

プトのエラー ステータスが判断されます。 グループまたはスクリプトが

異なる設定を使用していない場合、ポーリング間隔値のスコープはグロー

バルであり、CA APM TG エージェントが監視するすべてのグループおよび

スクリプトに適用されます。 デフォルトの間隔値は、許容できる最長の

応答時間に一致するよう調整する必要があります。 
 

CA APM TG エージェント構成 

CA APM TG エージェント構成には、設定対象の CA APM TG エージェントへ

の接続に使用できる 2 つのタブが表示されます。 

■ ［Dashboard］タブ (P. 42) — ユーザの CA APM TG ショートカット、お

よび CA APM TG エージェントへのクイック アクセス用の既知のエー

ジェントのリストが表示されます。 

■ ［Connect to Agent］タブ (P. 44) — 新しい CA APM TG エージェントに

接続し、既知のエージェントのリストを編集できます。 
 

詳細については、「［Dashboard］タブ (P. 42)」および「［Connect to Agent］

タブ (P. 44)」を参照してください。 

CA APM TG エージェント構成がスタンドアロン構成で設定されている場

合、［Security］リンクが表示され、管理者がユーザを管理できるように

なります。 詳細については、「スタンドアロン構成での CA APM TG ユー

ザ アクセスの管理 (P. 29)」を参照してください。 
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エージェント構成に接続する方法 

1. Web ブラウザを開きます。 

CA APM TG エージェント構成の URL を入力します。 URL は、CA APM TG 

管理サーバがインストールされている方法および場所によって異なり

ます。 通常は、CA APM TG 管理サーバがインストールされているマシ

ンの名前、ポート番号、およびアプリケーション パスになります。 詳

細については、「CA APM Transaction Generator のインストール (P. 17)」

を参照してください。 

以下の例では、CA APM TG 管理サーバ マシンは wtgtest、ポート番号は 

9090、アプリケーション パスは wtg です。 
http://wtgtest:9090/wtg 

2. CA APM TG エージェント構成のユーザ名とパスワードを入力します。 

初期ユーザ名およびパスワードは、管理サーバの設定方法によって異

なります。 CA CEM クレデンシャルを共有している場合、CA CEM シス

テム管理者は CA APM TG 管理者でもあり、また、その他のすべての CA 

CEM ユーザは CA APM TG オペレータです。 

CA APM TG が CA Introscope® Enterprise Manager にインストールされて

いる場合、CA Introscope® 管理者は CA APM TG 管理者でもあります。 CA 

APM TG 管理者にアクセス情報を問い合わせてください。 

スタンドアロン構成では、管理者の初期ユーザ名およびパスワードは 

cemadmin / quality です。 CA APM TG オペレータの初期ユーザ名および

パスワードは wtgoperator / quality です。 
 

［Dashboard］タブ 

CA APM TG ダッシュボードには、保存した CA APM TG ショートカットおよ

び既知のエージェントのリストが表示されます。 

■ CA APM TG Shortcuts (P. 43) — エージェント構成内の保存された場所

に直接移動することにより、重要な情報に容易にアクセスできます。 

■ List of Known Agents (P. 44) — エージェントの現在のステータスが表

示され、既知のエージェントに迅速に接続できます 

詳細については、「CA APM TG ショートカット (P. 43)」および「既知のエー

ジェントのリスト (P. 44)」を参照してください。 
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CA APM TG ショートカット 

特定の重要な情報を持つページにより迅速にアクセスするには、

［Dashboard］タブの［CA APM TG Shortcuts］ペインのショートカットのリ

ストにそのページを追加します。 エージェント構成のページに［Add to CA 

APM TG Shortcuts］リンクが表示されているときに、ショートカット リス

トへのそのページを追加できます。 

［CA APM TG Shortcuts］に項目を追加する方法 

1. ショートカット リストへの追加を行う CA APM TG エージェント タブ

に移動します。 

– ［Scripts By Group］タブ 

– ［All Scripts］タブ 

– ［Status Messages］タブ 

– ［Configuration］タブ 

注： デフォルトでは、各ユーザには、すでに［Connect to Agent］タブ

へのショートカットがあります。 
 

2. ページの右上の［Add to CA APM TG Shortcuts］リンクをクリックしま

す。 
 

3. ［Add to CA APM TG Shortcuts］ページが開きます。 

デフォルトでは、追加されるページの名前およびエージェント ホスト

名が［Name］フィールドにあります。 デフォルトのショートカット

名を使用するか、または一意の名前にショートカット名を変更できま

す。 デフォルトの名前に戻すには、［Reset］をクリックします。 
 

4. ［保存］をクリックします。 

ページに確認メッセージが表示され、ショートカットが追加されたこ

とを示します。 
 

5. ［Return to］リンクをクリックして、前のページに戻ります。 

次回、ダッシュボードを参照すると、新しいショートカットが［CA APM 

TG Shortcuts］リストに表示されます。 
 

［CA APM TG Shortcuts］から項目を削除する方法 

1. CA APM TG エージェント構成内の［Dashboard］に移動します。 

2. ［CA APM TG Shortcuts］セクションで［Edit］ボタンをクリックして、

［Edit CA APM TG Shortcuts］ページを表示します。 
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3. 削除するショートカット リンクの横のチェック ボックスをオンにし

ます。 

一度に複数のリンクを選択できます。 

4. ［Delete］をクリックします。 

ショートカット リストからショートカットが削除されます。 
 

既知のエージェントのリスト 

［List of Known Agents］には、既知のエージェントのリストおよびそのス

テータスが表示されます。 エージェントがこのリストにある場合は、

［Agent Port］列のリンクをクリックしてエージェントにアクセスします。 

［Refresh］ボタンを使用して、現在のエラー ステータスを表示します。 

［Edit］ボタンを使用して、リストからエージェントを削除します。 ［Edit］

ボタンは、CA APM TG 管理者のみが使用できます。 エラー ステータスの

詳細については、「エージェントのエラー ステータスの確認  (P. 46)」を

参照してください。 
 

［Connect to Agent］タブ 

CA APM TG の［Connect to Agent］タブでは、CA APM TG エージェントに接

続できます。 

［Connect to Agent］タブには 2 つのペインがあります。 

■ ［Connect to Agent］では、ホストおよびエージェント ポートが既知の

場合に CA APM TG エージェントに接続できます。 このペインは、［List 

of Known Agents］に存在しないエージェントに接続する場合に使用し

ます。 ［List of Known Agents］に存在しない CA APM TG エージェント

への接続については、「エージェントへの接続 (P. 45)」を参照してく

ださい。 

■ ［List of Known Agents］には、エージェントの現在のステータスが表

示され、既知のエージェントに迅速に接続できます。 詳細については、

「既知のエージェントのリスト (P. 44)」を参照してください。 
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エージェントへの接続 

エージェント構成を使用して CA APM TG エージェントを設定するには、ま

ず CA APM TG エージェントに接続する必要があります。 エージェント構

成で CA APM TG エージェントに接続すると、［Dashboard］タブまたは

［Connect to Agent］タブの［List of Known Agents］内のリンクをクリック

することにより、エージェントにアクセスできます。 

最初に CA APM TG エージェントに接続する方法 
 

1. エージェント構成で［Connect to Agent］タブに移動します。 

2. 上部のセクションの［Agent Host］フィールドで、CA APM TG エージェ

ントがインストールされているマシンの名前を入力します。 

3. ［Agent Port］フィールドで、エージェントのポートを入力します。 

4. ［OK］をクリックします。 

システムは、CA APM TG エージェントへの接続を試行します。 接続が成功

すると、［CA APM TG agent View］ページが表示され、この CA APM TG エー

ジェントが［List of Known Agents］に追加されます。 次回に［Dashboard］

タブまたは［Connect to Agent］タブを参照すると、このエージェントがリ

ストに表示されます。 「［CA APM TG agent View］ページ (P. 45)」も参照

してください。 
 

［CA APM TG agent View］ページ 

［CA APM TG agent View］ページには、以下のタブが表示されます。 

■ Scripts By Group： エージェント上のグループに関する情報を表示しま

す。 ここには、グループのスクリプトを作成、削除、表示するための

コントロールがあります。 ［Scripts By Group］タブの詳細については、

「［Scripts By Group］タブ (P. 54)」を参照してください。 

■ All Scripts： エージェントに関連付けられているすべてのスクリプトが

表示されます。 スクリプトの詳細については、「すべてのグループの

すべてのスクリプトの表示 (P. 60)」を参照してください。 
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■ Status Messages： 選択したエージェントに関する最近のメッセージを

表示します。 ［Configure Agent］ページ上に表示されるメッセージの

数を指定できます。 デフォルトは 100 です。 このタブの［Clear Last 

Message］ボタンを使用して、すべての［CA APM TG agent View］ペー

ジの下部にある［Last Message］フィールドをクリアします。 詳細に

ついては、「ステータス メッセージの表示 (P. 70)」を参照してくださ

い。 

■ Configuration： エージェントの現在の設定を表示します。 ここには、

エージェントに対するデフォルト パラメータの設定、カウンタのリ

セット、および CA CEM へのスクリプトの送信のためのコントロール

があります。 デフォルト設定の詳細については、「CA APM TG エー

ジェントの設定 (P. 47)」および「［Configuration］タブのボタンの使

用 (P. 53)」を参照してください。 
 

エージェントのエラー ステータスの確認 

［List of Known Agents］は、リストされた各エージェントの現在のエラー 

ステータスを示します。 エラー ステータスは以下のとおりです。 

■  — このインジケータは、エージェントが正常に実行されていること

を示します。 

■  — このインジケータは、エージェントが実行されており、1 つ以上

のスクリプトでエラーを検出したことを示します。 スクリプト エラー

には、HTTP ステータス コード エラー、および指定したタイムアウト

値を超える応答が含まれます。 

■  — このインジケータは、エージェントのステータスが不明なことを

示します。通常、エージェントが実行されていないか、または CA APM 

TG 管理サーバと通信できないことを意味しています。 
 

エージェントの削除 

以下のセクションでは、［List of Known Agents］からエージェントを削除

する方法について説明します。 

［List of Known Agents］から CA APM TG エージェントを削除する方法 

1. ［Connect to Agent］タブに移動します。 

2. ［List of Known Agents］でエージェントを選択し、［Delete］をクリッ

クします。 

エージェントが［List of Known Agents］から削除されます。 
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すべての CA APM TG エージェントを削除する方法 

■ ［Select］列見出しの横のチェック ボックスをオンにし、［Delete］を

クリックします。 すべてのエージェントが［List of Known Agents］か

ら削除されます。 

注： ［List of Known Agents］は、この CA APM TG エージェント構成のす

べてのユーザによって共有されているため、CA APM TG 管理者だけが

［List of Known Agents］から CA APM TG エージェントを削除できます。 
 

エージェントへの接続のトラブルシューティング 

以下に、CA APM TG エージェントへの接続をトラブルシュートする際に役

立つヒントをいくつか示します。 

■ 症状： CA APM TG エージェントが、実行されてないように見える。 

考えられる解決方法： 接続先のエージェントが起動および動作してい

ることを確認します。 CA APM TG エージェントのステータスを表示す

るには、エージェント マシンで以下のコマンドを実行します。 
wtgagent status <agentname> 

ここで、<agentname> はエージェントの名前です。 例： 
wtgagent status apmtg_site1 

 

■ 症状： エージェント ホスト マシンにアクセスできない。 

考えられる解決方法： エージェント ホスト マシンがアクセス可能か

どうかを確認するには、以下のコマンドを実行します。 
ping <agenthost> 

ここで、<agenthost> はエージェントを実行しているマシンの名前です。 
 

CA APM TG エージェントの設定 

このセクションでは、ポーリングとログに関する一般的な設定に加えて、

CA CEM および CA Introscope® で動作する、CA APM TG エージェントを設定

する方法について説明します。 

エージェント構成を設定する方法 

1. 設定する CA APM TG エージェントに接続します。 

詳細については、「エージェントへの接続 (P. 45)」を参照してくださ

い。 
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2. CA APM TG エージェントに接続した後、［Connect to Agent］-

［AgentPort］-［Configuration］タブ-［Configure Agent］に移動します。

ここで、AgentPort は、設定するエージェントのポートです。 ［Configure 

Agent］ページが開きます。 

3. CA APM TG エージェントのデフォルト値を設定し、［Save］をクリッ

クします。 設定を以前に保存された状態に戻すには、［Reset］をクリッ

クします。 

［Configure Agent］ページ上のフィールドに入力します。 これらの

フィールドの詳細については、「CA APM TG エージェント構成フィー

ルドおよび説明 (P. 48)」を参照してください。 
 

CA APM TG エージェント構成フィールドおよび説明 

CA APM TG エージェントの設定時に、以下のコンポーネントのプロパティ

を設定できます。 

■ CA CEM 統合 

■ Enterprise Manager Host Name — Enterprise Manager の IP アドレス

または名前。 CA CEM にスクリプトを送信してビジネス サービスを

自動的に作成する場合、これは必須です。 

■ Enterprise Manager Host Port — Enterprise Manager のホスト ポート。 

CA CEM にスクリプトを送信してビジネス サービスを自動的に作

成する場合、これは必須です。 
 

■ CA CEM Application Name — CA CEM に送信されるスクリプト、およ

びそれらから作成されるビジネス サービスに関連付けられる CA 

CEM アプリケーションの名前。 空白の場合、デフォルトの CA CEM 

アプリケーションが使用されます。 CA CEM に存在しないアプリ

ケーション名を入力すると、それが作成されます。 CA CEM で、い

つでもアプリケーション名を変更できます。 

注： CA CEM にすべてのスクリプトを送信するには、

「［Configuration］タブのボタンの使用 (P. 53)」を参照してくださ

い。 CA CEM に単一のスクリプトを送信するには、「［Script 

Requests］ページ内のスクリプトでの作業 (P. 62)」を参照してくだ

さい。 
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■ CA Introscope® 統合 

■ Send Data To CA Introscope® — この設定は、CA APM TG エージェン

トが CA Introscope® に情報を送信するかどうかを決定します。 デ

フォルトでは、情報を送信するように設定しない限り、CA APM TG 

エージェントは CA Introscope® にデータを送信しません。 これは 

CA APM TG エージェントのインストール時、またはエージェント構

成を使用して設定できます。 この機能が無効な場合、データは CA 

Introscope® に送信されません。 CA APM TG は、引き続き合成トラ

ンザクションを実行しますが、CA Introscope® に情報を送信しませ

ん。 この機能が有効の場合、監視対象のスクリプトおよびスクリ

プト情報がレポートされ、CA Introscope® で表示できます。 ［Yes］

を選択すると、この機能が有効になります。 
 

■ 一般設定 

■ Counter Auto Reset Interval (Days) — カウンタがリセットされる頻

度を決定します。 

■ Initial Concurrent Polls — エージェントによって実行される同時

ポーリングの初期数。 エージェントは、［Initial Concurrent Polls］

の値とエラー ステータスの項目数の合計を［Maximum Concurrent 

Polls］の値までスケジュールします。 

■ Maximum Concurrent Polls — エージェントによって実行される最

大同時ポーリング数。 エージェントは、［Initial Concurrent Polls］

の値とタイムアウト ステータスの項目数の合計を［Maximum 

Concurrent Polls］の値までスケジュールします。 

■ Status Message Table Size — メッセージ テーブルで保持されるエン

トリ数を決定します。 メッセージ テーブルには、スクリプトの追

加、削除、無効化、およびその結果発生するエラーを含む、すべ

てのスクリプト アクティビティのエントリが含まれます。 ［Status 

Messages］タブでメッセージ テーブルを確認できます。 
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■ エージェント ログ設定 

■ Agent Log Format — 監視対象スクリプトのログの形式を指定しま

す。 スクリプトのポーリングが完了すると、ログに統計が書き込

まれます。 監視対象スクリプト ログは、

<apmtg_home>¥log¥wtgagent_apmtg_site1 ディレクトリにありま

す。 デフォルトは、縦棒で区切られたエントリを持つテキスト ロ

グです。 XML を選択すると、ログは XML 形式で書き込まれます。 

■ Agent Log Trace Level — CA APM TG エージェント トレース ログの

詳細レベルを制御します。 以下のオプションを選択できます。 

■ Info 

■ Warning 

■ Critical 

■ Debug 

■ Debug2 

■ Debug3 

注： デバッグ設定は CA APM TG の詳細な追跡に使用されます。 CA 

APM サポートを使用して問題の切り分けを行う場合、サポート グ

ループが、特定のデバッグ レベルを指定する場合があります。 

トレース ログは、<apmtg_home>¥wtgagent_apmtg_site1 ディレクト

リにあります。 
 

CA APM TG エージェント パフォーマンスの設定例 

以下に、CA APM TG エージェントが［Initial Concurrent Polls］設定と

［Maximum Concurrent Polls］設定を使用する方法の例を示します。 

CA APM TG エージェントが 300 個のスクリプトを監視していて、［Initial 

Concurrent Polls］の値が 10、［Maximum Concurrent Polls］の値が 30 に設

定されていると仮定します。 15 個のスクリプトがタイムアウト ステータ

スにあると仮定します。 CA APM TG エージェントは、25 個のスクリプト

を同時にポーリングします。 ここで、タイムアウト ステータスのスクリ

プト数が 40 に上昇すると仮定します。 エージェントは、30 個のスクリプ

トを同時にポーリングします。 
 

CA APM TG エージェントは、間隔内に次の同時ポーリングを完了できない

場合、「too busy」ステータスになります。 状況を改善するには、デフォ

ルト ポーリング間隔を調整できます。 または、［Initial Concurrent Polls］

および［Maximum Concurrent Polls］の値を増加することができます。 
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注： ［Configuration］タブにビジー ステータスの「Agent Is Too Busy」が表

示される場合、CA APM TG エージェントがビジーであり、要求された間隔

で URL をポーリングできないことを示しています。 CA APM TG エージェン

トは、項目のポーリングを行う準備ができるたびに、以前のタイム スタ

ンプを確認して、間隔が指定された間隔の 110 パーセントより大きいかど

うかを判断します。 たとえば、ポーリング間隔が 60 秒で、CA APM TG エー

ジェントが次のポーリングを実行する前に 70 秒が経過した場合、CA APM 

TG エージェントは too-busy 数を増やします。 
 

CA APM TG エージェントのデフォルトの設定 

スクリプト エディタ レコーダでグループ名を指定するか、または［Create 

Group］を使用（「グループの作成 (P. 56)」を参照）して自動的に新規グ

ループを作成する場合、CA APM TG エージェントのデフォルト設定が使用

されます。 グループ設定は、作成後に［Configure Group］ページ（「グルー

プの設定 (P. 57)」を参照）で変更できます。 ［Set Agent Defaults］ページ

を使用して、CA APM TG エージェントのデフォルト設定を変更します。 

［Set Agent Defaults］ページには、以下の 2 つのセクションがあります。 

■ ［Interval］設定は、スクリプトの実行頻度に影響します。 

■ ［General］設定は、スクリプトの実行に影響します。 
 

CA APM TG エージェントのデフォルトを設定する方法 

1. ［Connect to Agent］-［AgentPort］-［Configuration］タブ-［Set Agent 

Defaults］に移動します。 ［Set Agent Defaults］ページが開きます。 

2. 必要に応じて、デフォルト値を設定します。 設定を以前に保存された

状態に戻すには、［Reset］をクリックします。 
 

間隔の設定 

デフォルトの設定を変更することにより、ポーリング間隔を調整できます。 

たとえば、Web サイトまたはサービスがタイムアウト ステータスの場合、

ポーリング間で 300 秒を経過させたくない場合があります。 エラー間隔を

調整して、Web サイトまたはサービスがタイムアウト ステータスの場合

のポーリング間の秒数を指定します。 

［Set Agent Defaults］ページの［Interval Settings］セクションには、以下

のフィールドが含まれます。 

■ Polling Interval (sec) — スクリプトのステータスが［Normal］の場合の

ポーリング間の秒数を指定します。 
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■ Error Interval (sec) — スクリプトのステータスが「Critical」の場合のポー

リング間の秒数を指定します。 

■ Timeout Value (ms) — 予想される応答時間をミリ秒単位で指定します。 

しきい値に到達すると、スクリプトのステータスが「Error」に変化し

ます。 
 

一般設定 

以下に、［Set Agent Defaults］ページの［General Settings］セクションの

各フィールドについて説明します。 

■ Detail Level — 要求する URL コンポーネントを指定します。 Web ペー

ジを監視する詳細レベルを設定します。 以下のオプションを選択でき

ます。 

■ Page+Frames： ページ、およびそのページに存在する可能性のある

すべてのフレームを要求します。 

■ Page+Components： ページ、およびそのページ上のすべてのイメー

ジ コンポーネントを要求します。 

■ PageOnly： 初期ページのみを要求します。 

■ Max Connections — ［Detail Level］に［PageOnly］以外のいずれかが設

定された場合、コンポーネントの要求に対して使用される同時接続数

を決定します。 ［Max Connections］は合計 20 に制限されています。 
 

注： ネットワーク トラフィックに応じて、この値を増加させることに

よりポーリングのパフォーマンスが向上する場合があります。 

■ Bypass Proxy — URL の取得時にプロキシ サーバを使用するかどうかを

決定します。 RTMCServer 設定で定義されたプロキシ サーバを使用し

ない場合には［Yes］、プロキシ サーバを使用する場合には［No］を

選択します。 デフォルトの設定は［No］です。 

注： インターネットにアクセスするために RTMCServer 設定でプロキ

シ サーバが指定されている場合がありますが、一部の URL は企業ネッ

トワーク内の Web サーバの上に存在し、プロキシにアクセス可能でな

い可能性があります。 ［Bypass Proxy］を［Yes］に設定することによ

り、プロキシ サーバの使用を回避できます。 
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［Configuration］タブのボタンの使用 

［Configuration］タブのボタンを使用して、エージェントに関連付けられ

たカウンタとスクリプトに対して直接操作を実行できます。 

■ Configure Agent — クリックして、CA APM TG エージェントの基本的な

設定値を設定します。 詳細については、「CA APM TG エージェントの

設定 (P. 47)」を参照してください。 

■ Set Agent Defaults — クリックして、CA APM TG エージェントのデフォ

ルト値を設定します。 詳細については、「CA APM TG エージェントの

デフォルトの設定 (P. 51)」を参照してください。 
 

■ Reset Counters — クリックして、すべてのグループのカウンタをリセッ

トします。 すべてのスクリプトの Critical 数をゼロに設定して、Normal 

ステータスに戻します。 

■ Send All Scripts to CA CEM — クリックして、CA APM TG エージェントに

関連付けられているすべてのスクリプトを監視のために CA CEM に送

信します。 各スクリプトは、次回正常にポーリングしたときに、自動

的にビジネス プロセスを作成するために CA CEM に送信されます。 
 

グループおよびスクリプト 

グループは、スクリプトのコンテナです。 グループを使用して、特定の 

Web サイトやサービスを参照するスクリプト、またはミッション クリ

ティカルな機能に関して監視されるスクリプトなど、同様のスクリプトを

収集できます。 グループには、任意の数のスクリプトを含めることがで

きます。 グループの名前と説明を指定し、スクリプトを追加します。 詳

細については、「［Scripts By Group (P. 54)］タブ」および「グループのス

クリプトの表示 (P. 59)」を参照してください。 

重要： スクリプトは、<attributes> タグで指定された独自の設定を含まない

場合、スクリプトが属するグループの間隔設定を使用します。 グループ

のしきい値および間隔設定を設定する方法については、「グループの設定 

(P. 57)」を参照してください。 
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［Scripts By Group］タブ 

［Scripts By Group］タブには、選択した CA APM TG エージェントに関係付

けられているすべてのグループがリスト表示されます。また、グループ名

と説明、エラー ステータス、グループのスクリプト数、エラー ステータ

スを持つスクリプト数、および有効なスクリプト数などの情報も表示され

ます。 

ステータスごとにグループを表示する方法 

■ 関連する［Show］リンクをクリックして、［Normal］、［Error］、ま

たは［Disabled］のステータスを持つグループを表示します。 

■ グループを検索するには、以下の手順に従います。 

1. ［Search For］ドロップダウン リストで、グループ名または説明の一

部のどちらで検索するかを選択します。 

2. ［Keywords］フィールドで、グループ名または説明の一部を入力しま

す。 

キーワード検索では大文字と小文字が区別されず、またワイルドカー

ド正規表現がサポートされません。 

3. ［Go］をクリックします。 

テーブルが更新され、指定した条件に一致するグループがリスト表示

されます。 

［Scripts By Group］タブでは、以下の操作を実行できます。 

■ グループの作成 (P. 56) 

■ グループの設定 (P. 57) 

■ グループの有効化、無効化、リセット、または削除 (P. 58) 

■ グループのスクリプトの表示 (P. 59) 

［Scripts By Group］タブには、以下のフィールドが含まれます。 

■ Select — この列では、グループ、複数のグループ、またはすべての

グループの無効化、有効化、リセット、または削除を行うことが

できます。 削除操作は、CA APM TG 管理者のみが行えます。 

■ Error Status — エージェントによって監視されるグループの全体的

なステータスを示します。 各グループのステータスは、エージェ

ントの全体的なステータスに反映されます。 いずれかのグループ

のステータスが「Error」（タイムアウト）の場合、全体的なステー

タスが「Error」として表示されます。 
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■ 赤 — エラー ステータス 

■ 緑 — 正常ステータス 

■ 灰色 — 不明（利用不可） 

■ Group Name — グループの名前。 ［Group Name］をクリックする

と、グループのスクリプトをリスト表示する［Group Scripts］ペー

ジが表示されます。 

■ Script Count — 各グループのスクリプト数を識別します。 

■ Error Count — ［Error］ステータスにある各グループのスクリプト

の総数を識別します。 

■ Enabled — 各グループの有効なスクリプトの総数を識別します。 

■ Description — グループの説明を識別します。 
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グループの作成 

グループには、任意の数のスクリプトを含めることができます。 ここで

は、グループの名前と説明を指定し、スクリプトを追加できます。 また、

スクリプト レコーダでグループの名前を指定できます。 スクリプト レ

コーダにグループを入力したときにそのグループがまだ存在しない場合、

エージェントはそのグループを自動的に作成します。 

グループの作成または設定時に使用できるフィールドは、エージェントの

デフォルトを設定する場合と同じです。 ただし、以下のフィールドも使

用できます。  

■ Group Name — グループに意味のある一意の名前を指定します。 グ

ループ名では、大文字と小文字が区別されます 

■ Description — 作成中または設定中のグループに関する追加情報を提供

するテキスト文字列を指定します。 

■ Security — このグループのスクリプトによってアクセスされる Web サ

イトへのアクセスに基本認証が必要な場合、ユーザ名とパスワードを

二重引用符（""）で区切って入力します。 例： 
"Username" "Password" 

 

詳細については、「CA APM TG エージェントのデフォルトの設定 (P. 

51)」を参照してください。 

ヒント： スクリプトではなくグループ レベルでセキュリティを指定する

と、複数のスクリプトの更新が容易になります。 

新規グループを作成する方法 

1. ［Connect to Agent］タブ-［AgentPort］-［Scripts By Group］タブで、

［Create Group］ボタンをクリックします。 ［Create Group］ページが

開きます。 

注： ［Create Group］ボタンは CA APM TG 管理者のみが使用できます。 

2. グループ情報を入力し、間隔設定を受け入れるか、または変更して

［OK］をクリックします。 

注： 最初、［Create Group］ページのフィールドには、CA APM TG エー

ジェントのデフォルト値が表示されます。 これらのデフォルトを使用

するか、またはグループに適したものに変更できます。 



グループおよびスクリプト 

 

第 3 章： CA APM Transaction Generator エージェントの設定  57  
 

グループを作成するコマンドが CA APM TG エージェントに送信されます。 

［CA APM TG agent View］ページに、コマンドが正常に送信されたかどう

かを示すメッセージが表示されます。 

［Scripts By Group］タブがすぐに表示されます。 リストに新規グループが

表示されない場合、CA APM TG エージェントがそのグループを作成中であ

ることを示しています。 少し待ってから、［Refresh］ボタンを押してグ

ループ リストをリフレッシュします。 グループがまだリストに表示され

ない場合は、［Show］設定が［All Groups］または［Normal Groups］のい

ずれかであることを確認します。 ［Last Message］フィールドには、グルー

プが追加されたことを示すメッセージ、またはグループを追加できなかっ

た理由を説明するメッセージが表示される場合があります。 
 

グループの設定 

グループが作成された後、グループ設定の変更、またはグループのスクリ

プトの追加または削除を行えます。 詳細については、「グループの作成 (P. 

56)」を参照してください。 

グループを設定する方法 

1. ［Connect to Agent］タブ-［AgentPort］-［Scripts By Group］タブに移動

します。 

2. 設定するグループの名前をクリックします。 

［Group Scripts］ページが開き、選択したグループのスクリプトがリス

ト表示されます。 

3. ［Configure Group］ボタンをクリックします。 

［Configure Group］ページが開きます。 

4. 必要に応じてグループ設定を変更し、［Save］をクリックします。 グ

ループ設定を初期値にリセットするには、［Reset］をクリックします。 

新しい設定は、個別に設定されていないグループの各スクリプトに適

用されます。 スクリプトの設定を調整するには、「CA APM TG スクリ

プトの作成および編集 (P. 71)」を参照してください。 
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グループの有効化、無効化、リセット、または削除 

個別のグループまたは一度にすべてのグループを、有効化、無効化、リセッ

ト、または削除することができます。 

グループを有効化、無効化、リセット、または削除する方法 

1. ［Connect to Agent］タブ-［AgentPort］-［Scripts By Group］タブに移動

します。 

2. 必要に応じて、1 つまたは複数のグループの横のチェック ボックスを

オンにします。 

3. 必要に応じて、アクション リンク（［Enable］、［Disable］、［Reset］、

［Delete］）をクリックします。 

注： 削除操作は、CA APM TG 管理者のみが行えます。 

［Scripts By Group］タブがリフレッシュされ、すべてのグループの現

在のステータスが表示されます。 
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グループのスクリプトの表示 

各グループのスクリプトを表示できます。 

グループのスクリプトを表示する方法 

1. ［Connect to Agent］タブ-［AgentPort］-［Scripts By Group］タブに移

動します。 

2. ［Group Name］で、グループの名前をクリックします。 

［Group Scripts］ページが開き、選択したグループのスクリプトが表示

されます。 以下のフィールドに、スクリプトの詳細が示されます。 

■ Select — この列では、スクリプトの無効化、有効化、リセット、ま

たは削除を行うことができます。 

注： 削除操作は、CA APM TG 管理者のみが行えます。 

■ Error Status — 現在のエラー ステータスを示します。 

■ Script — スクリプトの名前。 スクリプトの名前をクリックすると

［Script Requests］詳細ページが開き、スクリプト設定が表示され

ます。 

■ Last Poll — 最後のポーリングの時刻を識別します。 

■ %Avail — 前回のリセット以降、スクリプトが使用可能であった

（Critical でない）時間のパーセンテージを識別します。 

■ Error Count — 前回のリセット以降にエラーになったポーリングの

数を識別します。 

■ Description — スクリプトの説明。 

［Group Scripts］タブで特定のスクリプトを選択し、そのスクリプトを

有効化、無効化、リセット、または削除することができます。 削除機

能は、CA APM TG エージェント管理者のみが使用できます。 
 



グループおよびスクリプト 
 

60  Transaction Generator Implementation Guide 
 

［All Scripts］タブ 

［All Scripts］タブには、選択した CA APM TG エージェントのすべてのグ

ループのすべてのスクリプトがリスト表示されます。また、スクリプト名

と説明、エラー ステータス、最終ポーリング時間、可用性のパーセンテー

ジ、およびエラー数などの情報も表示されます。 

［All Scripts］タブでは、以下の操作を実行できます。 

■ すべてのグループのすべてのスクリプトの表示 (P. 60) 

■ グループへのスクリプトの追加 (P. 61) 

■ スクリプトの有効化、無効化、リセット、または削除 (P. 61) 
 

すべてのグループのすべてのスクリプトの表示 

［All Scripts］タブで、すべてのグループ内のすべてのスクリプトを表示で

きます。 また、ステータスごとのスクリプトの表示、およびスクリプト

の検索を行えます。 

ステータスごとにスクリプトを表示する方法 

■ 関連する［Show］リンクをクリックして、［Normal］、［Error］、ま

たは［Disabled］のステータスを持つスクリプトを表示します。 
 

スクリプトを検索する方法 

1. ［Search For］ドロップダウン リストで、スクリプト名、グループ名、

または説明の一部による検索を選択します。 

2. ［Keywords］フィールドで、スクリプト名または説明の一部を入力し

ます。 

キーワード検索では大文字と小文字が区別されず、またワイルドカー

ド正規表現がサポートされません。 

3. ［Go］をクリックします。 

テーブルが更新され、指定した条件に一致するスクリプトがリスト表

示されます。 
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グループへのスクリプトの追加 

グループにスクリプトを追加するには、まずスクリプト エディタでスク

リプトを作成し、スクリプト エディタまたは <script> タグでグループを指

定する必要があります。 グループにスクリプトを追加した後に、エージェ

ントにスクリプトをロードして、以下の 2 つの方法のいずれかで実行でき

ます。 

■ Update Modified Scripts — クリックして、スクリプト エディタを使用し

て変更および CA APM TG エージェントに保存されたすべてのスクリ

プトを更新します。 このコマンドでは、変更されていないスクリプト

はロードされません。 

重要： スクリプト エディタを使用せずにスクリプトを変更した場合、CA 

APM TG エージェントは、スクリプトが変更されたことを認識しません。 

その場合、スクリプトをすべてリセットする必要があります。 スクリプ

トの変更には、スクリプト エディタを使用することを推奨します。 

■ Reset All Scripts — クリックして、CA APM TG エージェントに関連付け

られたすべてのスクリプトをリセットします。 現在エージェント内に

あるすべてのスクリプトが削除され、再ロードされます。 

スクリプトの作成および使用の詳細については、「CA APM TG スクリプト

の作成および編集 (P. 71)」を参照してください。 
 

スクリプトの有効化、無効化、リセット、または削除 

個別のスクリプトまたは一度にすべてのスクリプトを、有効化、無効化、

リセット、または削除することができます。 

スクリプトを有効化、無効化、リセット、または削除する方法 

1. ［Connect to Agent］タブ-［AgentPort］-［All Scripts］タブに移動しま

す。 

2. 必要に応じて、1 つまたは複数のスクリプトの横のチェック ボックス

をオンにします。 

3. 必要に応じて、アクション リンク（［Enable］、［Disable］、［Reset］、

［Delete］）をクリックします。 

注： 削除操作は、CA APM TG 管理者のみが行えます。 

［All Scripts］タブがリフレッシュされ、すべてのスクリプトの現在の

ステータスが表示されます。 
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［Script Requests］ページ内のスクリプトでの作業 

以下のセクションでは、スクリプト エディタを使用せずに、［Script 

Requests］ページを使用してスクリプト設定を変更する方法について説明

します。 スクリプトの内容の変更については、「CA APM TG スクリプトの

作成および編集 (P. 71)」を参照してください。 

注： スクリプト設定を変更しても、スクリプトの内容は変更されません。

スクリプトの実行に影響する設定のみが変更されます。 

スクリプト設定を変更する方法 

1. ［Scripts By Group］タブまたは［All Scripts］タブから、変更するスク

リプトにアクセスします。 

2. 変更するスクリプトの名前をクリックします。 

［Script Requests］ページが開き、ページの上部にスクリプトの名前が

表示されます。 ［Script Requests］ページでは、以下の機能を実行でき

ます。 

■ Refresh — クリックして、ページ上に存在する情報をリフレッシュ

します。 

■ Test Script Now — クリックして、スクリプトに対して即時ポーリン

グを実行します。 詳細については、「ステータス メッセージの表

示 (P. 70)」を参照してください。 
 

■ Reset — クリックして、スクリプトのすべてのカウンタをゼロにリ

セットし、スクリプトを Normal ステータスに戻します。 
 

■ Delete — クリックして、CA APM TG エージェントからスクリプトを

削除します。 

注： 削除操作は、CA APM TG 管理者のみが行えます。 スクリプト 

ファイル自体は削除されず、CA APM TG エージェントからのみ削除

されます。 
 

■ Disable — クリックして、スクリプトを無効にします。 スクリプト

は実行されません。また、データは収集されません。 

注： これはトグル ボタンです。 スクリプトが無効な場合、ボタン

には「Enable」と表示され、クリックするとスクリプトが有効にな

ります。 
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■ Send Scripts to CA CEM — クリックして、このスクリプトを監視のた

めに CA CEM に送信します。 クリック後に、スクリプトが実行され

ます。 スクリプトは、正常に完了すると、自動的にビジネス プロ

セスを作成するために CA CEM に送信されます。 
 

■ View Request Details — 要求 URL をクリックして、要求の詳細を表

示します。 
 

［Script Requests］ページには、ページの下部にスクリプトに関する詳

細情報を含む以下のセクションがあります。 

■ Load Ramping — ロード ランピングを設定および実行する機能を提

供します。 ロード ランピングの詳細については、「ロード ランピ

ング (P. 66)」を参照してください。 

■ More Details — スクリプトが有効かどうか、スクリプト エディタを

使用してスクリプトが最後に修正された時刻、ポーリング統計な

ど、スクリプトに関する詳細を提供します。 

■ Current Global Attributes — スクリプトの現在の設定を表示します。 

これらの設定は、スクリプトの作成時に設定されます。 

これらの設定の詳細については、「CA APM TG スクリプトの作成およ

び編集 (P. 71)」を参照してください。 
 

スクリプト要求の詳細の表示 

以下のセクションでは、スクリプト要求の詳細を表示する方法について説

明します。 

スクリプト要求の詳細を表示する方法 

■ ［Script Requests］ページで、［URL］列の URL のハイパーリンクをク

リックします。 

［Script Request Details］ページが開き、以下の情報を含む特定の要求の

ポーリング結果がリスト表示されます。 

■ Response — 現在の応答ステータスを示します。 

■ %Avail — URL が利用可能な時間のパーセンテージ（ポーリング

数対タイムアウト数）を識別します。 

■ First Byte (ms) — ［Script Requests］ページ上で要求 URL を示し

ます。 要求が実行された時間からデータの最初のバイトが受信

された時間までの経過時間を、ミリ秒単位で示します。 
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■ Min/Avg/Max — 最初のバイトに対する最後のリセット以降に

計算された最小、平均、および最大時間をミリ秒単位で示しま

す。 
 

■ Last Byte (ms) — 要求が実行された時間からデータの最後のバ

イトが受信された時間までの経過時間を、ミリ秒単位で示しま

す。 
 

■ Min/Avg/Max — 最後のバイトに対する最後のリセット以降に

計算された最小、平均、および最大時間をミリ秒単位で示しま

す。 

■ Poll/Error — 最後のリセット以降に記録されたポーリングとエ

ラーの数を示します。 
 

■ Accuracy — CRC、コンテンツ、または長さに関する現在の正確性ス

テータスを示します。 正確性の確認の詳細については、「CA APM 

TG スクリプトの作成および編集」を参照してください。 

■ Check — URL から取得したコンテンツをどのように検証するか

を指定します。 引用符で囲まれた文字列、CRC の確認、または

「None」を選択できます。 デフォルトは「None」です。 

■ First Detected — コンテンツの確認の失敗が最初に発生した時

間を示します。 
 

■ Expected CRC — 受信したデータの確認に使用する CRC を示し

ます。 
 

■ Actual CRC — 受信したデータから計算された CRC を示します。 

■ Size (bytes) — 返されたページのサイズをバイト単位で示しま

す。 
 

■ Auto CRC Reset — このオプションが有効かどうかを指定します。 

注： CRC コンテンツ確認が実行されているときにのみ使用されま

す。 

■ Copy CRC — クリックして、［Actual CRC］から［Expected CRC］

に値をコピーします。 
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また、［Script Request Details］ページの下部には、要求に関する詳細情報

を含む以下のセクションがあります。 

■ Components — URL のコンポーネントに関する統計を提供します。 

注： 取得されるコンポーネントは、［Detail］の設定によって決ま

ります。 

■ More Details — 要求に関する詳細を提供します。 使用される設定、

接続時間、および ping 時間などがあります。 
 

スクリプトのテスト 

スクリプトの即時ポーリングを強制的に実行して、正しく設定されている

ことを確認できます。 スクリプトのポーリングにより、合成トランザク

ションが生成されます。 監視のために、合成トランザクションが含まれ

るこれらのスクリプトを CA CEM または CA Introscope® に送信できます。 

「CA Introscope® による CA APM TG データの表示 (P. 115)」および「CA CEM 

による CA APM TG データの表示 (P. 121)」を参照してください。 

スクリプトをテストする方法 

1. ［Scripts By Group］タブまたは［All Scripts］タブから、変更するスク

リプトにアクセスします。 

2. テストするスクリプトの名前をクリックします。 

［Script Requests］ページが表示されます。 

3. ［Test Now］ボタンまたは［Test Script Now］ボタンをクリックします。 

テスト コマンドが CA APM TG エージェントに送信されたことを示す

確認メッセージと共に、前のページが表示されます。 
 

CA CEM へのスクリプトの送信 

CA CEM にすべてのスクリプトを送信するには、「［Configuration］タブの

ボタンの使用 (P. 53)」を参照してください。 CA CEM に単一のスクリプト

を送信するには、「［Script Requests］ページ内のスクリプトでの作業 (P. 

62)」を参照してください。 

注： CA APM TG スクリプトは TIM コレクタ サービスを実行する MOM また

はコレクタに送信できます。 ただし、MOM またはコレクタが TIM コレク

タ サービスを実行している必要があります。 
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ロード ランピング 

CA APM TG のロード ランピング機能を使用して Web アプリケーションに

対する負荷を生成し、アプリケーションがどのように負荷の変化を処理す

るかをテストします。 

以下のセクションでは、ロード ランピングについて説明します。 

■ ロード ランピングの設定および起動 (P. 66) 

■ ロード ランピング ステータスの確認 (P. 68) 

■ ロード ランピングの例 (P. 69) 
 

ロード ランピングの設定および起動 

時間の経過と共に徐々に負荷が増大する場合や、短期間にアクティビティ

が急増する場合など、ロード ランピングを設定してさまざまな負荷シナ

リオを作成できます。 

長いランプ間隔と小さなランプ増分を組み合わせると、徐々に増加する負

荷スロープが作成されます。 短いランプ間隔と大きいランプ増分を組み

合わせると、突然急増する負荷スロープが作成されます。 一度定義する

と、任意の時点で同じロード ランピングを繰り返して、CA CEM や CA 

Introscope® などの監視ツールで、一貫したテスト測定値を得ることができ

ます。 

ロード ランピングを設定および起動する方法 

1. ［All Scripts］タブで、スクリプト名をクリックします。  （また、［Scripts 

By Group］タブからもスクリプト名に移動できます。） 

［Script Requests］ページが表示されます。 

2. ［Load Ramping］セクションで、［Configure］ボタンをクリックしま

す。 
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3. 構成の設定を入力します。 

以下に、設定について説明します。 

■ Ramp Interval (sec)： このスクリプトの追加インスタンスの実行を

スケジュールするために、CA APM TG エージェントが使用する間隔。 

［Ramp Interval］は、レプリケートされたスクリプト数の各増分間

の時間経過です。 この設定は、CA APM TG がランプ プロセスにこ

のスクリプトのコピーを追加する速度を制御します。 

■ Ramp Increment： 各ランプ間隔で追加する、このスクリプトのコ

ピーの数。 ［Ramp Increment］に、各ランプ間隔でレプリケート

される、このスクリプトのコピーの数を設定します。 
 

■ Ramp Maximum： レプリケートするスクリプトの総数。 この数に

到達すると、それ以上のスクリプトは追加されません。 ［Ramp 

Maximum］に、実行するスクリプトの総数を設定します。 

注： ［Ramp Maximum］は 100 に制限されています。 
 

■ Ramp Poll Interval (sec)： 生成されたスクリプトがポーリングされ

る頻度。 ［Ramp Poll Interval］に、スクリプトの実行頻度を設定し

ます。 
 

■ Ramp Maximum Polls： 指定された［Ramp Poll Interval］に、生成さ

れたスクリプトがポーリングする回数。 ランプ ポーリングの最大

値に到達すると、生成されたスクリプトは無効な状態に設定され、

ポーリングを停止します。 ［Ramp Maximum Polls］に、各スクリ

プトを実行する回数を設定します。 
 

■ Ramp Group Name： デフォルトでは、生成されたスクリプトは、

サフィックス _loadramp を持つオブジェクト識別子から成る名前

を持つグループに配置されます。 このグループ名を変更できるた

め、別の設定でロード ランピングを複数回実行して結果を比較で

きます。 
 

■ Delete When All Complete： ［no］に設定すると、すべてのポーリ

ングが完了した後、生成されたすべてのスクリプトが、それぞれ

のロード ランピング グループに残ります。そのため、その最終ス

テータスを確認できます。 その後、ロード ランピング グループは

無効になります。 ［yes］に設定すると、ポーリングの完了時に、

生成されたロード ランピング グループ、および生成されたすべて

のオブジェクトが削除されます。 生成されたスクリプトの最終的

なポーリング ステータスが問題にならない場合は、［yes］に設定

します。 
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■ Run At Hour (0-23): / Minute (0-59)： ロード ランピングが開始する

時間を設定します。 時間が設定されていない場合、ロード ランピ

ングは、［Script Requests］ページの［Start Now］ボタンを使用し

て、手動で開始したときにのみ開始されます。 現在の時刻より前

の時間を入力すると、その時間が翌日に対してスケジュールされ

ます。 

注： この時間は 1 回だけ使用され、その後、削除されます。 ロード 

ランピングを繰り返し実行する場合には、「CA APM TG コマンド 

ライン ユーティリティ（WTGUtil） (P. 129)」を参照してください。 

4. ［Save］をクリックして設定を保存します。 

［Script Requests］ページに戻ります。 

5. ロード ランピングを自動的に開始する時間を入力しなかった場合、

ロード ランピングを起動するには、［Load Ramping］セクションの

［Start Now］ボタンをクリックします。 
 

ロード ランピング ステータスの確認 

ロード ランピングが開始した後、［Script Requests］ページの［Load 

Ramping］セクションに、現在の設定が表示されます。 

■ ［Start Now］ボタンが［Stop Now］ボタンに変化し、実行されている

すべてのロード ランピング プロセスが無効になります。 

■ 生成されたロード ランピング グループを無効化または削除するには、

［Stop Now］ボタンをクリックします。 （［Delete When All Complete］

が［yes］に設定されている場合、ロード ランピング グループは、無

効化ではなく、削除されます。） 

■ いったんプロセスが開始すると、設定を変更できないため、

［Configure］ボタンは無効になります。 

■ ［Current Ramp Count］は、生成されたスクリプト数をランプ最大値ま

での範囲で示します。 

■ 開始時間が設定されている場合、［Will Start At:］フィールドに、ロー

ド ランピングが開始する時間が示されます。 

スクリプトの通常の詳細フィールドも表示され、ポーリング数、最終ポー

リング時間、および次回のポーリング時間を示します。 
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ロード ランピングの例 

ロード ランピングの設定に以下の設定を使用している場合、これらの設

定が保存された後、真夜中にロード ランピングが開始されます。 100 個の

スクリプトがロードされてポーリングが完了するまで、10 秒ごとにスク

リプトが生成されます。 10 秒ごとに、生成されるスクリプト数は 5 

（［Ramp Increment］の値）ずつ増加します。 各スクリプトは、［Ramp 

Maximum Polls］の値の 20 に到達するまで、［Ramp Poll Interval］の 5 秒で

ポーリングを続行します。 生成された各スクリプトは、その［Ramp 

Maximum Poll］の値に到達すると、ポーリングを無効にして停止します。 

ロード ランピング グループの生成されたすべてのスクリプトが停止した

場合、グループは無効ステータスを示します（［Delete When All Complete］

オプションが［No］に設定されているため）。 

■ Ramp Interval： 10 （スクリプトのクローンが 10 秒ごとに生成されま

す） 
 

■ Ramp Increment： 5 （クローン数が 10 秒ごとに 5 ずつ増加します） 
 

■ Ramp Maximum： 100 （100 個のスクリプトがロードされるまで、クロー

ン数が 10 秒ごとに 5 ずつ増加します） 
 

■ Ramp Poll Interval： 5 （各スクリプトは、5 秒ごとにポーリングを行い

ます） 
 

■ Ramp Maximum Polls： 20 （各スクリプトは、20 回ポーリングするまで、

5 秒ごとにポーリングを行います） 
 

■ Ramp Group Name： test_loadramp 
 

■ Delete When All Complete: No 
 

■ Run At Hour： 0 
 

■ Minute： 0 
 

生成された最初のスクリプトが、test_one_ID01 と呼ばれると仮定します。 

［Ramp Interval］に指定した 10 秒が経過した後、このスクリプトのクロー

ン（test_one_ID02 という名前）が生成されます。 その間、test_one_ID01 は 

2 回（［Ramp Poll Interval］ は 5 秒）ポーリングしています。 ［Ramp 

Maximum］の 100 に到達するまで、追加のスクリプトが生成されます。 
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ステータス メッセージの表示 

ステータス メッセージにより、スクリプトの問題の原因を探ることがで

きます。 

ステータス メッセージを表示する方法 

■ ［WTG Connect to Agent］タブ-［AgentPort］-［Status Messages］タブ

に移動します。ここで、［AgentPort］は、ステータス メッセージを表

示するエージェントのポートです。 

選択したエージェントに対して、［Status Messages］タブが表示され

ます。 このタブには、エージェントに関連付けられたすべてのスクリ

プトに関して、選択したエージェントに対して記録されたすべての

メッセージが表示されます。 タブの上部の検索フィールドを使用して、

ステータス メッセージを検索できます。 

スクリプトの追加、削除、無効化など、すべてのスクリプト アクティ

ビティのログがここに記録されます。 すべてのスクリプト詳細ページ

の下部には、CA APM TG エージェントによって記録されたスクリプト

の最後のアクティビティが含まれる［Last Message］フィールドがあり

ます。 このメッセージは、別のメッセージに置き換えられるまで保持

されます。 
 

［Status Message］ページから［Last Message］をクリアする方法 

■ タブの右上の［Clear Last Message］ボタンをクリックします。 
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第 4 章： CA APM TG スクリプトの作成および

編集 
 

スクリプト エディタでは、スクリプトを表示、作成、変更、および削除

できます。 スクリプト エディタは、XML（Extensible Markup Language）タ

グの特殊セットを使用して、CA APM Transaction Generator が合成トランザ

クションの生成に使用するスクリプトをビルドします。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

スクリプト エディタの起動 (P. 72) 

スクリプト レコーダの使用 (P. 74) 

スクリプト テンプレートの使用 (P. 88) 

手動でのスクリプトの作成 (P. 89) 

複数のエージェントへのスクリプトの展開 (P. 93) 

スクリプトのセキュリティ保護 (P. 96) 

スクリプト エディタへのアクセスのセキュリティ保護 (P. 98) 

XML タグ構文 (P. 99) 

XML 特殊文字の代入 (P. 105) 

スクリプト サンプル (P. 106) 
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スクリプト エディタの起動 

スクリプト エディタは、Windows 上でのみ動作します。 別々にインストー

ルこともできますが、CA APM TG エージェント コンポーネントと共にイン

ストールされます。 

スクリプト エディタを起動する方法 

1. Windows マシンで、［スタート］-［プログラム］-［CA APM Transaction 

Generator］-［Script Editor］に移動します。 

CA APM TG スクリプト エディタが開きます。 スクリプト エディタのメ

イン ウィンドウは、以下で構成されています。 

■ タイトル バー — 現在ロードされているスクリプトの名前が表示

されます。 

■ メニュー バー — スクリプトを編集および保守するコマンドを提

供します。 

■ ツールバー — 通常使用されるコマンドのボタンを提供します。 各

ボタンの上にカーソルを置くと、ボタンを識別するヒントが表示

されます。 

■ 編集ペイン — スクリプトの XML が表示されます。 このペインは、

ツールバーの下のウィンドウの上部に位置します。 

■ エラー ペイン — 構文チェックの実行後のエラーが表示されます。 

このペインは、編集ペインの下に位置します。 
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スクリプトの作成 

スクリプトは、1 つ以上の要求の仕様から構成されます。 各要求は順次サ

ブミットされ、少なくとも URL を含む必要があります。 要求から返され

るページ コンテンツから解析される変数を定義できます。 1 つの要求から

解析される変数は、後続の要求で使用できます。 

注： CA CEM ビジネス アプリケーションを設定しない場合、CA CEM に送信

されるすべての CA APM TG スクリプトが CA CEM デフォルト アプリケー

ションに関連付けられます。これは、元の設定に CA CEM で含まれます。 

（CA CEM デフォルト アプリケーションが CA CEM に存在しない場合、CA 

APM TG スクリプトが CA CEM に送信されるときに、新しい CA APM TG ア

プリケーションが作成されます。）  

スクリプト エディタは、XML スクリプトをビルドする以下の方法を提供

します。 

■ スクリプト レコーダの使用 — スクリプト エディタで Web サイトに

対する要求のポストおよび取得などのトランザクションを記録する場

合には、この方法を使用します。 たとえば、複数のトランザクション

を記録して、ユーザが注文を完了する方法、注文のステータスの表示、

またはテクニカル サポートの要求などをシミュレートします。 トラン

ザクションの完了時にスクリプトを保存し、 CA APM TG エージェント

にそれをロードして、指定された間隔でテストします。 

スクリプト レコーダを使用してスクリプトを作成する方法の詳細に

ついては、「スクリプト レコーダの使用 (P. 74)」を参照してください。 

注： これは、スクリプトの作成に推奨された方法です。 Web アプリ

ケーションが複雑化するとともに、手動でスクリプトを作成するのは

非常に困難になります。 

■ スクリプト テンプレートの使用 — 単一の URL に専用のスクリプトを

迅速に作成する場合は、この方法を使用します。 テンプレートには、

スクリプト用に最小数のタグが含まれます。 ［Edit］ - ［Insert］メニュー

のコマンドを使用して、スクリプト パラメータ、要求、要求タグ、お

よび条件を追加します。 

スクリプト テンプレートを使用したスクリプトの作成の詳細につい

ては、「スクリプト テンプレートの使用 (P. 88)」を参照してください。 

■ 手動でのスクリプトの作成 — XML およびスクリプト エディタ タグに

精通している場合は、この方法を使用します。 ［Edit］ - ［Insert］メ

ニューのコマンドには、スクリプトに追加できるタグを生成する機能

があります。 
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手動でスクリプトを作成する場合の詳細については、「手動でのスク

リプトの作成 (P. 89)」を参照してください。 
 

スクリプト レコーダの使用 

最近の Web アプリケーションの複雑化により、実行するアクションをス

クリプトに記録するほうが、スクリプト エディタでこの情報をコード化

するよりも簡単です。 スクリプト レコーダをオンにして、Web ブラウザ

からユーザが行う Web サイト上のトランザクションを実行することによ

り、容易にスクリプトを作成できます。 

スクリプトの記録は、以下の 2 つの手順で実行します。 

■ スクリプト レコーダの設定 (P. 74) 

■ 記録セッションの開始 (P. 79) 

注： 使用する前に、まずスクリプト レコーダを設定する必要があります。 
 

スクリプト レコーダの設定 

CA APM TG スクリプト レコーダは、ブラウザから実行するアクションを記

録することによりスクリプトを作成します。 スクリプト レコーダは、プ

ロキシとして動作し、URL とポストされたデータをキャプチャします。 
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デフォルトでは、スクリプト レコーダは、［Browser Type］で指定したブ

ラウザで指定されているプロキシ設定を使用します。 これらの設定を変

更する場合、または［Browser Type］に［Other］を使用する場合は、CA APM 

TG スクリプト レコーダを設定する必要があります。 プロキシ サーバで認

証が必要な場合、［Recorder Configuration］でその情報を指定する必要が

あります。 

注： スクリプト レコーダは、HTTP プロトコルおよび HTTPS プロトコルで

のみ動作します。 スクリプト レコーダは、自動的なスクリプトの検出や

スクリプトの自動構成をサポートしていません。 

スクリプト レコーダをインストールする方法 

1. スクリプト エディタを開き、［Settings］-［Recorder Configuration］に

移動します。 

［Configure Recorder］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. 変更を指定し、［OK］をクリックします。 

以下のプロパティを設定できます。 

■ Recorder Port — セッションをリスンするためにレコーダが使用す

るポート番号を入力します。 このポートを別のアプリケーション

がすでに使用している場合は、デフォルトを変更します。 

■ Recorder SSL Port — HTTPS 要求をリスンするためにレコーダが使

用するポート番号を入力します。 このポートを別のアプリケー

ションがすでに使用している場合は、デフォルトを変更します。 
 

■ Use Wininet — Web サーバまたはプロキシによって統合 Windows 

認証が使用されている場合は、このチェック ボックスをオンにし

ます。 

注： Wininet 機能は Linux プラットフォームでは使用できません。 

Wininet 機能を必要とするスクリプトを作成する場合、Windows 上

で実行される CA APM TG エージェント上でのみそのスクリプトを

実行できます。 
 

■ NTLM User and Password — ［Use Wininet］が有効な場合、Web サー

バ認証のためにユーザ名とパスワードを指定する必要があります。 
 

■ Connection Timeout — Web サーバに接続するまでにレコーダが待

機する時間を秒単位で入力します。 
 

■ Bypass any proxy settings — ブラウザでプロキシ情報を指定する場

合、レコーダがこれらの設定を使用することを望まない場合は、

このオプションをオンにします。 
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■ SSL Version — Web サーバがサポートしている SSL バージョンの横

のチェック ボックスをオンにします。 SSLv2 と SSLv3 の両方をオン

にすることによって、多数の Web サーバ上で記録できます。 

注： Web サーバが IBM WebSphere バージョンまたは Apache Web 

サーバの場合は、SSLv3 を指定します。 
 

■ Log Level — 基本ログ ファイルを作成するには 1 を入力します。 よ

り詳細なログを取得するには 2 または 3 を入力します。 ログ レベ

ル 3 が推奨されており、デフォルトです。 ログ名はスクリプト名

であり、<apmtg_home>/ScriptEditor/log ディレクトリに配置されま

す。 
 

■ Browser Type — 適切なブラウザを選択して、自動的なプロキシ設

定の変更とブラウザの表示を有効にします。 サポートされている

ブラウザのいずれかを使用している場合、スクリプト レコーダは、

ブラウザ設定から自動的に HTTP プロキシおよび SSL プロキシ設定

を抽出します。 レコーダ設定で指定されたすべてのプロキシおよ

びプロキシ ポート情報は、レコーダがブラウザから取得するすべ

ての設定に優先します。 

以下から選択します。 

■ Other： 選択して、サポートされている Internet Explorer または 

Firefox のバージョン以外のブラウザを指定します。 ブラウザ接

続設定を手動で変更する必要があります。 たとえば、ブラウザ

設定で、プロキシ サーバを使用することを指定し、プロキシ 

サーバの名前として Localhost を指定します。 また、LocalHost プ

ロキシが使用するポートを指定する場合、［Recorder Port］

フィールドと同じポート番号を指定する必要があります。 

■ Internet Explorer 6.x、7.x： 選択すると、IE 6.x 以上を指定します。 

■ Firefox 1.5、2.X： 選択すると、FireFox 1.5 以上を指定します。  

注： Firefox については、［Firefox Profile Name］を定義している場

合には、そのうちの 1 つを指定できます。 
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■ Encrypt Configuration — このチェック ボックスをオンにすると、設

定ファイルが暗号化されます。 プロキシ サーバでユーザ名やパス

ワードなどのセキュリティ情報が必要な場合、これを行います。 設

定ファイルを暗号化しない場合には、このチェック ボックスをオ

フにします。 

注： ［Browser Type］に［Other］を指定しており、記録する Web サー

バへのアクセスでプロキシが必要な場合には、以下のプロキシ情

報が必要になります。 サポートされているブラウザのいずれかを

使用する場合、この情報は、ブラウザ設定から自動的に抽出され

ます。 ここで指定する値は、レコーダがブラウザ設定から取得す

るすべての値に優先します。 
 

■ HTTP Proxy — Web サーバへの接続に使用するプロキシ サーバの

名前を入力します。 
 

■ HTTP Proxy Port — プロキシのポート番号を入力します。 
 

■ HTTP Proxy User — 必要に応じて、プロキシ サーバにアクセスする

ユーザ ID を入力します。 
 

■ HTTP Proxy Pswd — 必要に応じて、プロキシ サーバにアクセスする

ユーザ ID のパスワードを入力します。 
 

■ SSL Proxy — Web サーバへの接続に使用されるセキュア プロキシ 

サーバの名前を入力します。 
 

■ SSL Proxy Port — セキュア プロキシのポート番号を入力します。 
 

■ SSL Proxy User — 必要に応じて、セキュア プロキシ サーバにアクセ

スするユーザ ID を入力します。 
 

■ SSL Proxy Pswd — 必要に応じて、プロキシ サーバにアクセスする

ユーザ ID のパスワードを入力します。 
 

■ Certificate File — クライアント証明書ファイルの完全修飾名。 

注： 詳細については、「クライアント証明書の考慮事項 (P. 78)」を

参照してください。 
 

■ Key File — クライアント証明書に関連付けられている秘密鍵ファ

イルの完全修飾名。 秘密鍵は、証明書に埋め込まれる場合があり

ます。その場合、このファイルは［Certificate File］と同じになりま

す。 
 

■ Pass Phrase — 秘密鍵は、オプションでパス フレーズを使用して、

さらに保護できます。 必要に応じて、このフィールドにパス フ

レーズを入力します。 
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クライアント証明書の考慮事項 

セキュア サーバからの SSL （Secure Socket Layer） URL を記録している場合、

ユーザ ID を証明するためにクライアント証明書が必要な場合があります。 

通常、この証明書はブラウザにインストールされます。 また、CA APM TG 

がこの URL を記録するには、このクライアント証明書へのアクセスが必要

になります。 

証明書は、PKCS12 ではなく X.509 （PEM）形式にする必要があります。こ

れは、通常 Internet Explorer がインポートする形式です。 証明書に秘密鍵

が含まれる場合、Internet Explorer の証明書エクスポート（PEM 形式の証

明書を作成）は、エクスポートを許可しません。 証明書署名要求（CSR）

の作成に使用された秘密鍵がある場合、Internet Explorer を使用して証明書

を Base 64 エンコード X.509 （CER）ファイルとしてエクスポートできます。 

それ以外の場合、OpenSSL ユーティリティを使用して変換できます。 この

ユーティリティは、<apmtg_home>¥bin ディレクトリに含まれています。 コ

マンドは以下のようになります。 
Openssl pkcs12 –in mycert.pfx –clcerts –out mycert.pem 

注： クライアント証明書情報が必要なスクリプトを記録した後に、証明書

タグを挿入する必要があります。 ［Insert］-［Certificate］メニューを使

用して、必要な証明書タグを作成します。 
 

HTTPS プロトコル 

スクリプト レコーダは、HTTPS URL を使用して保護されたトランザクショ

ンを記録する際に、2 つの個別の SSL セッションを使用します。 スクリプ

ト レコーダは、クライアント ブラウザに対してサーバとして動作し、Web 

サーバ アプリケーションに対してクライアントとして動作します。 スク

リプト レコーダは、ブラウザからの暗号化されたデータをインターセプ

トし、復号化して記録し、次に再度暗号化して、保護された Web サイト

に保護された通信を使用して送信します。 

ブラウザがスクリプト レコーダで SSL セッションを初期化すると、レコー

ダによって提供されたサーバ証明書が検証されます。 スクリプト レコー

ダには、信頼できる認証局以外で作成された証明書があるため、ブラウザ

は警告を発行します。 また、警告には、証明書が記録しようとしている 

Web サイトによって発行されたものではないことも示されます。 表示さ

れた警告ダイアログ ボックスで［Yes］をクリックし、記録を続行します。 

注： スクリプト レコーダは SAML 認証をサポートしています。 
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記録セッションの開始 

CA APM TG スクリプト レコーダを使用して、ブラウザのクリック スト

リームを記録することによりスクリプトを作成できます。 スクリプト レ

コーダは、プロキシとして動作し、URL とポストされたデータをキャプ

チャします。 

セッションの記録を開始する方法 

1. CA APM TG スクリプト エディタを開き、［File］-［New］を選択しま

す。 

［New Script］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［New Script］ダイアログ ボックスで、以下を入力します。 

■ スクリプトの［New Script Name］。 

注： スクリプトを CA CEM にマイグレートする場合、この名前は、

自動的に作成されたビジネス プロセス名にも使用されます。 

■ ［Group Name］（オプション。ただし、推奨）。 

注： グループ名を指定しない場合、HTTP スクリプトのデフォルト

のグループ名が使用されます。 このグループ名は、エージェント

構成インターフェースの［Scripts By Group］タブに表示されます。 

3. デフォルトの設定を使用するか、設定を指定するかを選択します。 

■ Use Default Settings — スクリプトがデフォルトの設定で定義され

ます。 スクリプトは、CA APM TG エージェントにロードされると

きに、そのグループで指定された設定を使用します。 

■ Specify Settings — ［Global Parameters］ダイアログ ボックスを使用

して、このスクリプト専用のパラメータを設定できます。 ［Global 

Parameters］ダイアログ ボックスは、［Specify Settings］オプショ

ンを選択して［OK］をクリックすると表示されます。 
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［Global Parameters］は、スクリプト全体に有効です。 これらの設定

は、レコーダに影響を与えません。これらは、スクリプトがエージェ

ントで実行された場合にのみ使用されます。 これらの設定はこのスク

リプトだけに適用され、このスクリプトのグループ設定またはエー

ジェント設定を上書きします。 

［Global Parameters］ダイアログ ボックスでは、以下の設定を指定で

きます。 

■ Normal Interval (sec) — スクリプトのステータスが Normal である場

合のポーリング間の秒数を指定します。 

■ Error Interval (sec) — スクリプトの実行でエラーが発生した場合の

ポーリング間の秒数を指定します。 
 

■ Timeout Value (ms) — スクリプト内の各要求の予想される応答時間

（ミリ秒単位）を指定します。 しきい値に到達した場合は、要求

のステータスがエラーに変わります。 

■ Detail Level — 要求する URL コンポーネントを指定します。 Web 

ページを監視する詳細レベルを設定します。 以下のオプションを

選択できます。 

■ Page+Frames： ページ、およびそのページに存在する可能性の

あるすべてのフレームを要求します。 

■ Page+Components： ページ、およびそのページ上のすべてのイ

メージ コンポーネントを要求します。 

■ PageOnly： 初期ページのみを要求します。 

■ Max Connections： ［Detail Level］に［PageOnly］以外のいずれ

かが設定された場合、コンポーネントの要求に対して使用され

る同時接続数を決定します。 ［Max Connections］は合計 20 に

制限されています。 

注： ネットワーク トラフィックに応じて、この値を増加させるこ

とによりポーリングのパフォーマンスが向上する場合があります。 

■ Enable monitoring — このスクリプトの監視を有効にします。 
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■ Create debug files — 要求ヘッダと応答ヘッダ、および返されるペー

ジのコンテンツが記述されたれたファイルを要求するかどうかを

指定します。 この情報は、要求がエラー ステータスを返した理由

を判断するのに役立ちます。 

デバッグ ファイルは、

<apmtg_home>/RTM_7201/machine_agentname ディレクトリに保

存されます。 

注： ディレクトリ名にある 7201 は、インストール時に指定された

デフォルトのポート番号で、後で設定できます。 このポートは、

CA APM TG エージェントと RTMCServer 間の通信用です。 ポート番

号は、CA APM TG エージェント構成ファイル（wtgagent.ini）を介

して設定可能ですが、デフォルトは 7201 です。 
 

■ Send script information to CA Introscope® — CA APM TG エージェント

がこのスクリプトの CA Introscope® に情報を送信するかどうかを

決定します。 

デフォルトでは、情報を送信するように設定しない限り、CA APM 

TG エージェントは CA Introscope® にデータを送信しません。 これ

は、CA APM TG エージェントのインストール時、またはエージェン

ト構成インターフェースを使用して設定できます。 データを送信

するようにエージェントを設定すると、スクリプトごとにデータ

を送信するかどうかを設定できます。 

この機能が無効な場合、データは CA Introscope® に送信されません。 

CA APM TG は、引き続き合成トランザクションを実行しますが、CA 

Introscope® に情報を送信しません。 

この機能を有効にすると、スクリプト情報を CA Introscope® で表示

できます。 
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■ Use Wininet for Windows Extended Authentication — CA APM TG は、

Microsoft の Wininet インターフェースを使用して、Windows 拡張認

証を使用する Web サイトをサポートします。 Wininet を使用する

ように RTMCServer を設定できますが、設定後にすべての URL 要求

が Wininet を使用するようになります。 Wininet は、共有セッショ

ン メモリおよび Internet Explorer の永続 Cookie キャッシュを使用

するため、必要な場合のみ Wininet を使用することをお勧めします。 

デフォルトでは、［Use RTM］に設定されています。 RTMCServer 設

定で指定された設定が使用されます。 

［Yes］に設定した場合は、この要求に対して Wininet が使用され

ます。［No］に設定した場合は、RTMCServer での設定にかかわら

ず、Wininet は使用されません。 

注： この機能は、Linux プラットフォームでは使用できません。 Linux 

で CA APM TG エージェントに対してこのオプションを設定すると、

有効になりません。 
 

■ Remove control characters from parsing buffer — 選択すると、キャ

リッジ リターンとライン フィードを削除します。 
 

■ スクリプトに <parse> タグを実装すると、CA APM TG は、解析に使

用するバッファからキャリッジ リターンとライン フィードを削

除できます。 これにより、解析される文字列を一意に識別できる

ようになります。 
 

■ Stop script on first error — 要求でエラーが返されると、スクリプト

の実行が停止します。 エラーが発生した後にスクリプトを続行し

ない場合は、このオプションを指定します。 
 

■ Valid Codes — スクリプト要求によって返された場合に、OK ステー

タスを示す 1 つ以上の HTTP ステータス コードを定義します。 

コードはスペースで区切ります。 

たとえば、URL が HTTP 401 コードで応答して認証が必要であるこ

とを示す場合、401 を有効なコードとして指定し、Web アプリケー

ションが認証を確認していることを検証できます。 
 

■ Valid Component Codes — ページ コンポーネントに対してのみ、ス

クリプト要求によって返された場合に OK ステータスを示す 1 つ

以上の HTTP ステータス コードを定義します。 コードはスペース

で区切ります。 
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■ SSL Version — Web サーバによってサポートされている SSL バー

ジョンをオンにします。 SSLv2 と SSLv3 の両方をオンにすることに

よって、多数の Web サーバ上で記録できます。 

注： Web サーバが IBM WebSphere バージョンまたは Apache Web 

サーバの場合は、SSLv3 を指定します。 
 

■ Bypass any CA APM TG agent proxy settings — CA APM TG エージェン

ト RTMCServer 設定で指定されたプロキシ情報があり、そのプロキ

シ情報をこのスクリプトに使用するべきではない場合は、このオ

プションをオンにします。 
 

■ Specify an override proxy for this script — このスクリプトだけに使用

されるプロキシを指定する場合は、このオプションをオンにしま

す。 オンにした場合は、以下のプロキシ フィールドが有効になり

ます。 

■ Override Proxy: Address — このスクリプトだけに使用される代

替プロキシ サーバのアドレス。 

■ Port — このスクリプトだけに使用される代替プロキシ サーバ

のポート。 

■ Security: User and Pswd — このスクリプトだけに使用される代

替プロキシ サーバの URL のユーザ名およびパスワード。 
 

4. ［Record］オプションを選択して、［OK］をクリックします。 

設定を指定するように選択した場合は、［Global Parameters］ダイア

ログ ボックスが表示されます。 ダイアログ ボックスに設定を入力し、

［OK］をクリックします。 

スクリプト レコーダが表示されます。 
 

5. ［Start］をクリックし、スクリプト レコーダを設定する際に指定した

いずれかのブラウザを使用して記録セッションを開始します。 

ブラウザに空白のページが表示されます。 
 

6. 監視対象の Web サイトの URL を入力し、記録するタスクを実行します。 

注： デフォルトでは、すべてのスクリプト要求（記録されたクリック

ストリーム イベント）は、シーケンス番号の識別子と共に、CA APM TG 

エージェント構成インターフェースおよび CA CEM にリスト表示され

ます。 ［Set Request ID］を使用してスクリプト要求に名前を付けるた

めのヒントについては、「［Set Request ID］を使用した要求の論理的

なグループ化 (P. 84)」を参照してください。 
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7. 記録が完了したら、スクリプト レコーダ（Alt+Tab キー）に切り替え

て［Stop］をクリックします。 
 

8. ［File］-［Save］を選択してスクリプトを保存します。 

スクリプト エディタは、エージェント マシンの以下のディレクトリに

スクリプトを保存します。 
<apmtg_home>¥wtgagent_name¥scripts 

注： スクリプト エディタでスクリプトを確認および編集し、変更を保

存できます。 
 

9. エージェント構成でスクリプトを更新します。 エージェント構成に接

続し、［All Scripts］タブまたは［Group Scripts］ページ（［Scripts By Group］

-［GroupName］）のいずれかで［Update Modified Scripts］ボタンをク

リックします。 
 

10. スクリプトをクリックして、その詳細を表示します。 スクリプトは、

エージェントの間隔設定に基づいて起動します。 
 

［Set Request ID］を使用した要求の論理的なグループ化 

デフォルトでは、スクリプト要求は、シーケンス番号の識別子と共に、CA 

APM TG エージェント構成インターフェース（および CA CEM）にリスト表

示されます。 ［Script Recorder］ダイアログ ボックスの［Set Request ID］

フィールドを使用して、記録中に要求に論理的な名前を付けることにより、

より意味のある識別子を与えることができます。 

1. スクリプト レコーダで［Start］をクリックします。 

2. デフォルトのブラウザが開いた後、Alt+Tab キーを使用してスクリプト 

レコーダに切り替えます。 
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3. ［Set Request ID］ボタンが有効になり、名前を入力できます。 

4. ［Set Request ID］をクリックし、Alt+Tab キーを使用してブラウザに切

り替えます。 

これで、最初の URL の入力によって生成された要求が、記録されたス

クリプト内でこの名前でタグ付けされます。 

次のトランザクション リンクをクリックする前に、この手順を繰り返

します。 

注： 記録中の各クリックで、新しい［Set Request ID］を入力するため

に切り替えない場合、要求は同じ識別子を使用します。 ［Set Request 

ID］で入力した名前は、変更されるまで再度使用されます。 各要求の

名前が一意であることを保証するには、各クリックの前に切り替えて

戻り、一意の名前を入力します。 
 

論理名の順序を維持するため、番号と名前の組み合わせを使用するこ

とをお勧めします。 これは、CA CEM にスクリプトをマイグレートす

るときに、自動的に作成されたビジネス トランザクションを記述で識

別できるようにする場合に特に役立ちます。 例： 

■ 1 Start Page 

■ 2 Login Screen 

■ 3 Entered Login Info 

［Set Request ID］で名前と番号の両方を使用することにより、Web ア

プリケーション内で特定の機能に対して呼び出された要求が、CEM コ

ンソール でスクリプトや生成されたトランザクションを表示する際

に、より容易に識別およびリスト表示されます。 
 



スクリプト レコーダの使用 
 

86  Transaction Generator Implementation Guide 
 

Web サービスの監視 

SOAP 要求を Web サービスにポストするスクリプトを作成することによ

り、その Web サービスを監視できます。 SOAP 要求は、スクリプト エディ

タの記録機能を使用して作成されます。 WSDL （Web Services Description 

Language）定義は、Web サービス プロバイダまたはファイルから取得お

よび解析され、結果の方法およびデータがブラウザ内のフォームに表示さ

れます。 

選択した方法に対して必要な入力データを入力します。 SOAP 要求が生成

され、Web サーバに送信されます。 その後、XML 応答が表示されます。 記

録を停止すると、生成された SOAP 要求がスクリプトに保存され、CA APM 

TG エージェントにロードされて監視されます。 

Web サービス スクリプトを記録する方法 

1. CA APM TG スクリプト エディタを開き、［File］-［New］を選択しま

す。 

［New Script］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［New Script］ダイアログ ボックスで、以下を入力します。 

■ スクリプトの［New Script Name］。 

注： スクリプトを CA CEM にマイグレートする場合、この名前は、自動

的に作成されたビジネス プロセス名にも使用されます。 

■ ［Group Name］（オプション。ただし、推奨）。 

注： グループ名を指定しない場合、HTTP スクリプトのデフォルトのグ

ループ名が使用されます。 このグループ名は、エージェント構成イン

ターフェースの［Scripts By Group］タブに表示されます。 
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3. デフォルトの設定を使用するか、設定を指定するかを選択します。 

■ Use Default Settings — スクリプトがデフォルトの設定で定義され

ます。 スクリプトは、CA APM TG エージェントにロードされると

きに、そのグループで指定された設定を使用します。 

■ Specify Settings — ［Global Parameters］ダイアログ ボックスを使用

して、このスクリプト専用のパラメータを設定できます。 ［Global 

Parameters］ダイアログ ボックスは、［Specify Settings］オプショ

ンを選択して［OK］をクリックすると表示されます。 

［Global Parameters］は、スクリプト全体に有効です。 これらの設定

は、レコーダに影響を与えません。これらは、スクリプトがエージェ

ントで実行された場合にのみ使用されます。 これらの設定はこのスク

リプトだけに適用され、このスクリプトのグループ設定またはエー

ジェント設定を上書きします。 
 

4. ［Record Web Service］オプションを選択して、［OK］をクリックしま

す。 

設定を指定するように選択した場合は、［Global Parameters］ダイア

ログ ボックスが表示されます。 ダイアログ ボックスに設定を入力し、

［OK］をクリックします。 

スクリプト レコーダが表示されます。 
 

5. ［Start］をクリックして記録を開始します。 

デフォルトの Web ブラウザは、WSDL Entry Form を起動します。 
 

6. WSDL URL がローカルで使用可能な場合は、WSDL URL またはファイル 

パスを入力します。 

［Recorder Configuration］で［Other］を選択した場合は、選択したブ

ラウザを手動で開始する必要があります。 

7. Enter キーを押します。 

WSDL が取得され、サポートされている方法およびデータで解析され

ます。 次に、WSDL がブラウザ内にフォームとして表示されます。 

テスト方法は、必要なデータを入力して Enter キーを押すことによっ

て選択します。 要求が Web サーバに送信され、結果の XML データが

表示されます。 

ブラウザの［Back］ボタンを使用して戻り、別のテスト方法を選択で

きます。 記録を停止すると、作成されたスクリプトに SOAP 要求が保

存されます。 

エージェントにスクリプトを保存、ロード、および実行できます。 
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スクリプト テンプレートの使用 

スクリプト エディタのタグに関する知識がある場合、または単一の URL 

に対するスクリプトを迅速に作成する場合は、この方法を使用してスクリ

プトを作成します。 

テンプレートを使用してスクリプトを作成する方法 

1. CA APM TG スクリプト エディタを開き、［File］-［New］に移動しま

す。 ［New Script］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［New Script］ダイアログ ボックスで、以下を入力します。 

■ スクリプトの名前。 

■ グループ名（オプション）。 

注： グループ名を指定しない場合、HTTP スクリプトのデフォルトのグ

ループ名が使用されます。 
 

3. ［Template］ボタンを選択して、［OK］をクリックします。 

スクリプト ウィンドウに、デフォルトのテンプレート スクリプトが表

示されます。 以下に、デフォルトのテンプレート スクリプトの例を示

します。 

注： ［New Script］ダイアログ ボックスの設定オプションは使用されま

せん。 
&lt;?xml version="1.0"?&gt; 

<script>name=TemplateOne group=HTTP Scripts 

<request>1 

<url>www.ca.com</url> 

</request> 

</script> 

4. 追加のタグを手動で入力するか、［Edit］-［Insert］メニューのコマン

ドを使用して、スクリプト パラメータ、要求、および条件を挿入しま

す。 また、右クリックして、右クリック メニューから［Insert］を選

択することもできます。 
 

5. ［Check Syntax］ツールバー ボタンをクリックするか、［Check］-

［Syntax］に移動することによってスクリプトの構文を検証できます。 

構文チェッカは、形式が正しくない行をレポートします。 タグ内で正

しいパラメータが使用されているかどうかは確認しません。 

6. スクリプトが完了したら、［Save］ボタンをクリックします。 
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手動でのスクリプトの作成 

スクリプトは、CA APM TG スクリプト エディタを使用して手動で作成でき

ます。ただし、タスクが複雑でエラーが発生しやすいため、CA APM では、

スクリプト レコーダを使用してスクリプトを作成することをお勧めしま

す。 「スクリプト レコーダの使用 (P. 74)」を参照してください。 

スクリプトを手動で作成する方法 

1. CA APM TG スクリプト エディタを開きます。 

2. 最初の行の先頭にカーソルを置き、以下を入力します。 
&lt;?xml version="1.0"?&gt; 

 

3. <script> タグを入力してスクリプトの指定を開始します。 
 

4. <script> タグの後に、スクリプトの名前を指定します。 

スクリプト タグの詳細については、「XML タグ構文 (P. 99)」を参照し

てください。 
 

5. ［Edit］-［Insert］コマンドを使用して、スクリプト パラメータ、要求、

要求タグ、および条件を作成できます。 

詳細については、「スクリプト パラメータの指定 (P. 89)」、「要求の

指定 (P. 90)」、「要求タグの指定 (P. 91)」、および「条件の指定 (P. 92)」

を参照してください。 
 

6. ［Check Syntax］ボタンをクリックするか、［Check］-［Syntax］に移

動することによってスクリプトの構文を検証できます。 

7. スクリプトが完了したら、［Save］ボタンをクリックします。 
 

スクリプト パラメータの指定 

スクリプト パラメータでは、スクリプト全体に適用される間隔など、ポー

リングの詳細を指定できます。 

スクリプト パラメータを設定する方法 

1. スクリプト ウィンドウで、<script> タグの後および最初の <request> タ

グ（存在する場合）の前にある空白行にカーソルを置きます。 

2. ［Edit］-［Insert］-［Global Parameters］に移動します。 

［Global Parameters］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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3. フィールドに値を入力します。 

表示されたフィールドに対して、値を指定しないと、スクリプトを処

理する際にグループ値が使用されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

指定した値がスクリプト ウィンドウに追加されます。 <attributes> タ

グでパラメータ仕様が開始し、</attributes> タグで終了します。 
 

要求の指定 

要求では、URL を指定します。また、URL をポーリングする方法に関する

詳細が含まれます。 たとえば、URL が認証を必要とするか、URL にデータ

をポストするか、などがあります。 スクリプト パラメータを上書きする

要求パラメータを指定することもできます。 たとえば、この要求を完了

するにはより多くの時間が必要なことがわかっている場合に、タイムアウ

ト値を増加させます。 

要求を指定する方法 

1. スクリプト ウィンドウで、<attributes> タグ（存在する場合）の後にあ

る空白行にカーソルを置きます。 また、新しい行が既存の要求 

<request>、条件 <if>、または解析 <parse> タグ内にないことを確認しま

す。 

2. ［Edit］-［Insert］-［Request］に移動します。 

［Insert Request］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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3. ダイアログ ボックスのボタンを使用して、スクリプト要求タグおよび

条件を指定します。 

■ ［Tags］をクリックすると、［Create Tags］ダイアログ ボックスが

表示されます。 ダイアログ ボックス内のフィールドに入力し、

［OK］をクリックします。 

重要： URL フィールドに値を指定する必要があります。 その他のすべての

フィールドはオプションです。 

■ ［Conditions］をクリックすると、［Create Condition］ダイアログ 

ボックスが表示されます。 ダイアログ ボックス内のフィールドに

入力し、［OK］をクリックします。 

注： 条件は、指定する必要はありません。 指定した条件は、この要求

を実行するときに適用されます。 

4. 条件を指定している場合は、リスト ボックスに表示されます。 表示ま

たは編集するには、リスト ボックスをダブルクリックします。 

5. 完了したら、［OK］をクリックします。 <request> タグで要求仕様が

開始し、</request> タグで指定条件が終了します。 
 

要求タグの指定 

要求タグは、要求のためのデータが含まれる <url> や <post> などのタグで

す。 これは、<request> タグと </request> タグの間に記述します。 

［Edit］-［Insert］-［Request Tag］コマンドを使用して、要求タグを指定

できます。 

要求タグを指定する方法 

1. スクリプト ウィンドウで、<request> タグの後にある空白行にカーソル

を置きます。 

2. ［Edit］-［Insert］-［Request Tag］に移動します。 

［Insert Tags］ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. ［Insert Tags］ダイアログ ボックス内のフィールドに入力し、［OK］

をクリックします。 

注： すべてのフィールドを指定する必要はありません。要求に追加す

るフィールドのみを指定してください。 たとえば、［Post］をクリッ

クして、ポスト データを要求に追加できます。 
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条件の指定 

条件を使用すると、スクリプトの処理のフローを制御できます。 スクリ

プト レベルで適用される条件、および個別の要求に適用される条件を指

定できます。 たとえば、スクリプト レベルで条件を書き込み、スクリプ

トで要求を処理する方法を指定できます。 同様に、要求レベルで条件を

指定し、要求のコンポーネントを処理できます。 

CA APM TG は、要求をサブミットして要求のコンテンツおよび属性を決定

する前に、条件を評価します。 また、CA APM TG は、ステータスを設定す

る、またはスクリプトを停止するという応答を受信した後も、条件を評価

します。 

条件を指定する方法 

1. スクリプト ウィンドウで、<attributes> タグ（存在する場合）の後にあ

る空白行にカーソルを置きます。 空白行が <request> タグ内にない場

合はスクリプトに適用されます。 空白行が <request> タグ内にある場

合、条件は要求に適用されます。 

また、新しい行が既存の条件 <if> （ネストされた条件を作成する場合

を除く）または解析 <parse> タグ内にないことを確認します。 

2. ［Edit］-［Insert］-［Condition］に移動します。 

［Create Condition］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. ［Left］、［Operator］、および［Right］ドロップダウン メニューを

使用して、ブール条件（たとえば、if size = 400）を作成します。 
 

4. ［Build］をクリックし、ダイアログ ボックスの上部のリスト ボックス

で式を作成します。 別の条件を指定して［AND］ボタンをクリックし、

「if size = 400 AND respstatus is not equal to critical」などのステートメン

トを作成できます。 また、［OR］ボタンをクリックして 2 つの条件を

結合することもできます。 

間違えた場合は、［Clear］ボタンをクリックしてリスト ボックスから

すべてのテキストを削除できます。 
 

5. ［Then Request］をクリックし、条件が true の場合に実行する要求を

指定します。 
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6. ［Else Request］をクリックし、条件が false の場合に実行する要求を

指定します。 詳細については、「要求の指定 (P. 90)」を参照してくだ

さい。 

少なくとも 1 つの［Then Request］を指定する必要があります。 要求

を追加した後、リスト内の要求のエントリをダブルクリックすること

によって要求を変更できます。 

注： Then または Else 要求で条件を指定することもできます。これは、

ネストされた条件とも呼ばれます。 

7. この条件の指定が完了したら、［OK］をクリックします。 

<if> タグで条件仕様が開始し、</if> タグで終了します。 選択に応じて、

開始の <if> タグと終了の </if> タグの間に、<then>、<request>、

<attribute>、およびネストされた <if> タグが存在する場合もあります。 
 

構文の確認 

スクリプトを手動で作成または編集する場合は、スクリプトをアクティブ

化する前に構文を確認します。 

スクリプトの構文を確認する方法 

■ スクリプト エディタでスクリプトを開き、［Check］-［Syntax］に移

動するか、スクリプト エディタの上部にある［Check Syntax］ボタン

をクリックします。 

構文チェッカは、正しくコード化されていない行をレポートします。 

タグ内で正しいパラメータが使用されているかどうかは確認しません。 
 

複数のエージェントへのスクリプトの展開 

同じスクリプトを複数のエージェントで実行し、生成されたトランザク

ションが異なる場所からどのように実行されるかを比較する必要がある

場合があります。 あるエージェントから別のエージェントにスクリプト

をコピーするには、以下の 2 つの基本的な方法があります。 

■ 一度に 1 つのスクリプトをコピーする方法 (P. 94) 

■ 複数のスクリプトを手動でコピーする方法 (P. 94) 
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一度に 1 つのスクリプトをコピーする方法 

1. スクリプト エディタを起動し、ローカル エージェントに接続します。 

2. コピーするスクリプトを開きます。 
 

3. ［File］-［Connect］を選択し、［Remote Host Name］を入力します。 
 

4. 正しい認証情報を入力し、［OK］をクリックします。 

正常に処理されると、スクリプト エディタの下部にあるステータス 

バーに、指定したエージェント ホストに接続されたことが示されます。 
 

5. ［Save Script］ボタンをクリックします。 

これで、このスクリプトを 2 番目のエージェントで使用できます。 
 

6. エージェント構成インターフェースを使用して、2 番目のエージェン

トに接続します。 

7. ［All Scripts］タブから、［Update Modified Scripts］ボタンをクリック

します。 
 

複数のスクリプトを手動でコピーする方法 

あるエージェント スクリプト ディレクトリから別のエージェント スクリ

プト ディレクトリにスクリプトのコピーだけを行うことはできません。 

各エージェントには、エージェントを起動した際にロードされるスクリプ

トを識別するスクリプト制御ファイルがあります。 この制御ファイルは、

スクリプト エディタによって更新されているスクリプトを識別するため、

エージェントによっても使用されます。 スクリプト制御ファイル内にエ

ントリがない場合、スクリプトはエージェントに対して不明になります。 
 

CA APM TG エージェント コンポーネントには、エージェントによって管理

されるスクリプト制御ファイルを更新するためのメカニズムを提供する

バッチ ユーティリティ scriptimport が含まれます。 このユーティリティは、

少なくとも、アクティブ スクリプト ディレクトリの内容とスクリプト制

御ファイルを同期します。 また、スクリプト ファイルのディレクトリへ

のパスも指定できます。 指定されたディレクトリで検出されたスクリプ

トは、アクティブ スクリプト ディレクトリにコピーされます。また、ス

クリプト制御ファイルは、新しいスクリプトを含めるために更新されます。 
 

Windows の場合：  

以下のコマンド構文を使用します。 
scriptimport [ -sync | -path    pathname [ - replace ] ] 
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Linux の場合 

Linux の場合、まず scriptimport ユーティリティがある <WTG_HOME>/bin 

ディレクトリにディレクトリを変更します。 

以下のコマンド構文を使用します。 
./scriptimport.sh [ -sync | -path    pathname [ - replace ] ] 

 

各項目の説明 

■ -sync 

エージェントをアクティブ スクリプト ディレクトリのスクリプトと

同期します。 

■ -path 

インポートするスクリプトが含まれているディレクトリへのフル パ

ス名を入力します。 

■ -replace 

path が指定される場合のみ有効です。 アクティブ スクリプト ディレ

クトリにある同じ名前のスクリプトを置き換えるかどうかを指定しま

す。 
 

例 

スクリプトをアクティブ スクリプト ディレクトリに手動でコピーする方法 

1. 以下の場所にあるエージェントのスクリプト ディレクトリにスクリ

プトをコピーします。 

<apmtg_home>¥wtgagent_agentname 

2. スクリプトの制御ファイルを同期して、以下の情報が不明な、先ほど

コピーしたスクリプトを含めます。 

■ Windows 

scriptimport -sync 

■ Linux シェル スクリプト 

./scriptimport.sh -sync 
 



スクリプトのセキュリティ保護 
 

96  Transaction Generator Implementation Guide 
 

ディレクトリから複数のスクリプトをコピーおよび同期する方法 

■ スクリプトのディレクトリへのパスを指定し、重複したスクリプト名

を置き換えるかどうかを示します。 

■ Windows 

scriptimport -path c:¥SavedScripts -replace 

■ Linux シェル スクリプト 

./scriptimport.sh -path /SavedScripts –replace 
 

スクリプトのセキュリティ保護 

スクリプトには、テスト クライアント情報、ユーザ ID、およびパスワー

ドなどの機密情報が含まれていることがあるため、スクリプトを暗号化し

てそれらを保護することができます。 デフォルトでは、スクリプト エディ

タはスクリプトを暗号化しません。 

注： 暗号化されたスクリプトを表示できるのは、スクリプト エディタのみ

です。 管理者ユーザのパスワードを指定することにより、スクリプト エ

ディタへのアクセスをさらに保護できます。 「スクリプト エディタへの

アクセスのセキュリティ保護 (P. 98)」を参照してください。 

新しいスクリプトを保護する方法 

1. スクリプト エディタを開き、［Settings］-［Encrypt Scripts］に移動し

ます。 

［Set Encryption］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

■ ［Encrypt Scripts］チェック ボックス オプションをオンにして、ス

クリプトを保存する際に暗号化します。 

■ ［Encrypt Scripts］チェック ボックス オプションをオフにして、

［Encrypt Scripts］オプションをオフにします。 保存する際に、ス

クリプトが暗号化されなくなります。 

3. ［OK］をクリックします。 
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既存のスクリプトを保護する方法 

1. スクリプト エディタでスクリプトを開きます。 

2. ［Settings］-［Encrypt Scripts］に移動して、［Encrypt Scripts］オプショ

ンのステータスを確認します。 

［Set Encryption］ダイアログ ボックスが表示されます。 以下のいずれ

かの操作を行います。 

a. ［Encrypt Scripts］がオンの場合にスクリプトを暗号化する場合は、

［Save］ボタンをクリックしてスクリプトを保存します。 

b. ［Encrypt Scripts］がオフの場合にスクリプトを暗号化する場合は、

［Encrypt Scripts］オプションをオンにして［OK］をクリックしま

す。 ［Save］ボタンをクリックしてスクリプトを保存します。 

c. ［Encrypt Scripts］がオンの場合にスクリプトを復号化する場合は、

［Encrypt Scripts］オプションをオフにして［OK］をクリックしま

す。 ［Save］ボタンをクリックしてスクリプトを保存します。 
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スクリプト エディタへのアクセスのセキュリティ保護 

スクリプト エディタには、管理者のデフォルトのユーザ名および NULL パ

スワード（パスワードなし）が用意されています。 ユーザ名とパスワー

ドを変更することによってスクリプト エディタを保護することをお勧め

します。 変更しない場合は、CA APM TG がインストールされているシステ

ムへのアクセス権を持つすべてのユーザが、スクリプトを表示および変更

できます。 

スクリプト エディタのユーザ名およびパスワードを変更する方法 

1. スクリプト エディタを開き、［Settings］-［Change User/Password］に

移動します。 ［Change User/Password］ダイアログ ボックスが表示さ

れます。 

2. 管理者のパスワードのみを変更するには、以下の手順に従います。 

a. ［New Password］フィールドに値を入力し、同じ値を［Confirm 

Password］フィールドに入力します。 

b. ［OK］をクリックします。 

スクリプト エディタを次回起動すると、起動する前に、ユーザ ID とパ

スワードの入力を求められます。 

3. 管理者のユーザ名とパスワードを変更するには、以下の手順に従いま

す。 

a. ダイアログ ボックス内のすべてのフィールドを指定します。 

b. ［OK］をクリックします。 

スクリプト エディタを次回起動すると、起動する前に、ユーザ名とパ

スワードの入力を求められます。 

重要： スクリプト エディタは、1 つのユーザ名のみをサポートしています。 

管理者および NULL パスワードを変更する場合は、新しいユーザ名とパス

ワードを必ず書き留め、安全な場所に保存してください。 
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XML タグ構文 

スクリプトは、1 つ以上の要求の仕様から構成されます。 スクリプトは各

要求を順次サブミットします。また、少なくとも URL を含む必要がありま

す。 要求から返されるページ コンテンツから解析される変数を定義でき

ます。 1 つの要求から解析される変数は、後続の要求で使用できます。 

スクリプトの作成時に XML タグを使用できます。 許可されている XML タ

グとそのパラメータは、以下のとおりです。 

■ <script>name 

name は、このスクリプトの識別子です。 

■ <attributes> 

カンマまたはスペースによって区切られたスクリプトに適用される属

性。 これらの属性のほとんどは、現在の CA APM TG URL 設定と一致し

ます。 以下の属性を指定できます。 

■ ninterval — 通常の間隔。 

■ cinterval — エラー間隔。 
 

■ debug — 「Y」を指定すると、トランザクション内の各要求のデバッ

グ ファイルに HTTP ヘッダ、ページ コンテンツ、および変数の値

を書き込みます。 スクリプト エディタは、

scriptname@request.debug という名前を 

<apmtg_home>/RTM_7201/machine_agentname ディレクトリのデ

バッグ ファイルに書き込みます。 たとえば、サンプル スクリプト

の最初の要求のデバッグ ファイルには、sample@1.debug という名

前が付けられます。 
 

■ detail — 以下の詳細レベルを表します。 

■ 1 の場合は［Page+Frames］ 
 

■ 2 の場合は［Page+Components］ 
 

■ 3 の場合は［PageOnly］ 

■ enable — 有効な場合は「y」、無効な場合は「n」のいずれか。 

■ proxybypass — プロキシ サーバをバイパスする場合は「Y」、プロ

キシ サーバを使用する場合は「n」のいずれか。 if proxy= が指定さ

れた場合は、この値が上書きされます。 
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■ maxconn — コンポーネントを取得するときに使用する接続の最大

数。 

■ proxy — このスクリプトに使用するプロキシ サーバ。 この値は、

デフォルトのプロキシ サーバを上書きします。 
 

■ proxyport — このスクリプトに使用するプロキシ ポート。 この値は、

デフォルトのプロキシ ポートを上書きします。 
 

■ proxysecurity — プロキシ サーバへの接続に必要な「ユーザ ID」と

「パスワード」。 要求の属性タグによって上書きされない限り、

スクリプト レベルで指定された要求属性は、各要求で引き続き有

効です。 

■ sslversion — SSL バージョン。 値は、23 （バージョン 2 および 3 の

場合）、2 （バージョン 2 の場合）、および 3 （バージョン 3 の場

合）です。 

■ stop — クリティカル。 指定すると、要求がエラーを返した場合、

スクリプトの実行が停止します。 

■ timeout — タイムアウト値。 
 

■ validcodes — OK ステータスになる 1 つ以上の http コード。 

■ validcompcodes — ページ コンポーネントに対して OK ステータス

になる 1 つ以上の http コード。 
 

■ autocrcreset — CRC の正確性の確認に失敗した後に、予期された 

CRC 値を自動的にリセットする必要があるかどうかを指定します。

「Y」または「n」のいずれか。 

■ sendtoiscope — 「Y」を指定すると情報を CA Introscope® に送信し、

「n」を指定すると情報を送信しません。 
 

■ nocrlf — 選択すると、キャリッジ リターンとライン フィードを削

除します。 スクリプトに <parse> タグを実装すると、CA APM TG は、

解析に使用するバッファからキャリッジ リターンとライン 

フィードを削除できます。 これにより、解析される文字列を一意

に識別できるようになります。 

■ <comment> 

コメントの先頭を示します。 

■ comment — スクリプトの説明で表示される文字列。 

注： 要求に comment タグを指定することもできます 
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■ <request> 

要求の先頭を示します。 以下のタグを使用して、要求を指定します。 
 

■ <attributes> 

カンマまたはスペースによって区切られた個別の要求に適用される属

性。 要求レベルで指定された属性は、この要求用のグローバル スクリ

プト属性を上書きします。 要求に対しては、以下の属性を指定できま

す。 

■ detail — 以下の詳細レベルを表します。 

■ 1 の場合は［Page+Frames］ 

■ 2 の場合は［Page+Components］ 

■ 3 の場合は［PageOnly］ 
 

■ maxconn — ページ コンポーネントを取得するときに使用する接続

の最大数。 

■ timeout — タイムアウト値。 

■ validcodes — OK ステータスになる HTTP リターン コードのリスト。 

カンマを使用して、複数のコードを区切ります。 

■ validcompcodes — ページ コンポーネントに対して OK ステータス

になる HTTP リターン コードのリスト。 カンマを使用して、ペー

ジ コンポーネント コードに対して返される複数の HTML を区切り

ます。 
 

■ <url> 

URL 仕様の先頭を示します。 

■ url — 取得またはポストする URL。 このタグは必須です 

■ <security> 

■ この URL に必要なセキュリティ情報の先頭を示します。 

■ userid and password — この URL へのアクセスに必要なユーザ ID と

パスワード 

■ <post> 

■ この URL にポストするデータの先頭を示します。 

■ name=value — ポストされる名前と値。 ポスト データを指定すると、

この URL に対する GET ではなく POST になります。 複数の post タ

グを指定できます。 
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■ <check> 

このサブミットから返されたページで、コンテンツの確認が完了した

ことを示します。以下のようになります。 
("string","NOT "string"",CRC,none,"Length {=|>|<} size") 

■ CRC： ページ コンテンツに対して巡回冗長検査が実行されます。 

■ "<string>"： 一致する文字列パターンを確認します。 引用符内に文

字列（たとえば "welcome"）を指定します。 引用符の各文字列をス

ペースで区切ることにより、複数の文字列を指定できます。 たと

えば、"logon" "successful" などです。 すべての文字列で、正確性の

確認が成功する必要があります。 
 

■ NOT "<string>"： 文字列パターンに一致しないことを確認します。 

たとえば、NOT "foo" などです。 複数の文字列が指定されている場

合、いずれかの文字列が存在すると、正確性の確認が失敗します。 

■ Length： 文字列の長さを確認します。 バイト単位で「Length 演算
子（=、>、または <）サイズ」として長さを指定します（たとえば、

Length>500）。 
 

■ <stop> 

指定されたスクリプト処理を停止します。 
 

■ <localaction> 

スクリプトの特定のポイントで実行するバッチ ファイル、プログラム、

またはスクリプトの名前を示します。 

■ action — 実行するアクション。 例： <localaction>cmd.exe /c 
test.bat</localaction> 

 

■ </localaction> 

ローカル アクションの終了を示します。 
 

■  <cookie> 

この要求に対して送信される Cookie の名前を示します。 Cookie は一時

的であり、この要求に対してのみ送信されます。 要求に対して複数の 

Cookie を指定できます。 例： 
<cookie>cookiename=cookievalue;path=pathvalue;domain=domainvalue</cookie> 

以下の変数を指定します。 

■ cookiename — Cookie の名前。 

■ cookievalue — Cookie の値。 
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■ path — Cookie が存在する場所へのパスを指定することを示します。 

指定しない場合、スクリプト エディタは要求のパスを使用します。 
 

■ pathvalue — Cookie が存在するパス。 
 

■ domain — ドメインを指定することを示します。 指定しない場合、

スクリプト エディタは要求のドメインを使用します。 
 

■ domainvalue — ドメインの名前。 
 

■ <setvar> 

スクリプト変数の名前とその値を示します。 値には、文字列、算術式、

またはコマンドの出力を設定できます。 値には、その他の変数を含め

ることもできます。 <setvar> タグは次のように指定します： 
<setrvar>variable=expression</setvar> 

■ variable — 変数の名前。 

■ expression — 変数の値。 たとえば、以下の <setvar> タグは、スクリ

プト内のいずれかの場所に %%var1%% が指定された場合、スクリ

プトの実行時に testvalue が代入されることを示します。 
<setvar>var1=testvalue</setvar> 

その他のサンプルについては、「<setvar> サンプル (P. 112)」を参照し

てください。 
 

■ <upload> 

スクリプト内のこの要求で、アップロードするサンプル ファイルを示

します。 以下の変数を指定する必要があります。 

■ controlname — ファイル識別子。 これは、フォームの INPUT タグに

指定された NAME= の値です。 

■ filename — パスを含めて、アップロードされるファイル。 
 

■ contenttype — text/plain または image/gif など、アップロードされる

ファイルの MIME タイプ。 以下に、ファイルをアップロードする

サンプル フォームを示します。 

■ <FORM METHOD="POST" ACTION="/testupload.cgi 
ENCTYPE="multipart/form-data" > <INPUT TYPE="FILE" 
NAME="userfile"> <INPUT TYPE="SUBMIT" VALUE="Submit"></FORM> 

このページで識別されたファイルをアップロードするスクリプト 

タグは、次のとおりです： 
<upload>userfile=c:¥testfile.txt=text/plain</upload> 
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■ <parse> 

変数宣言の先頭を示します。 

■ string%%name%%string — ページ上で、前後に出現するテキストに

基づいて、変数と値を宣言します。 複数の parse タグを指定できま

す。 複数の一致が発生した場合、最初の発生が変数配列によっ

て %%name%% で返され、2 番目の発生が %%name[1]%% で返され

ます。 
 

■ <if> 

条件の先頭を示します。 <then> タグも指定する必要があります。 

■ expression — 条件は、変数間、または変数と定数間の比較に制限さ

れます。 <then> タグまたは <else> タグ内に要求タグを指定できま

す。 また、要求の外部の条件を指定し、後続の要求処理を制御す

ることもできます。 
 

■ <then> 

 then ステートメントの先頭を示します。 

■ tags — 条件が true と判断された場合に処理する複数の要求。 
 

■ <else> 

else ステートメントの先頭を示します。 

■ tags — 条件が false と判断された場合に処理する複数の要求。 
 

■ <certificate> 

Web アプリケーションが認証のためにクライアント証明書を必要と

する場合、このタグは、CA APM TG エージェントに対してそれを定義

するために使用されます。 詳細については、「クライアント証明書の

考慮事項 (P. 78)」を参照してください。 

■ certfile — クライアント証明書ファイルの完全修飾名。 
 

■ certkeyfile — クライアント証明書に関連付けられている秘密鍵

ファイルの完全修飾名。 秘密鍵は、証明書に埋め込まれている場

合があります。その場合、このファイルは証明書と同じになりま

す。 
 

■ passphrase — 秘密鍵は、パス フレーズを使用してさらに保護する

ことが可能です。 必要に応じて、このフィールドにパス フレーズ

を入力します。 

重要： すべての XML タグを閉じるには、/ 記号を使用します。 たとえば、

<else> variables </else> は、先頭の <else> タグを閉じます。 
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XML 特殊文字の代入 

XML 構文では、特定の文字の使用が予約されていますが、これらの文字を

データとして使用するために、別の仕様が提供されています。 以下の表

に、XML プロセッサで許可されている特殊文字および代替文字のリストを

示します。 

特殊文字 代替文字 

& &amp; 

< &lt; 

> &gt; 

‘ &apos; 

" &quot; 

XML パーサとの互換性のため、Web 応答監視スクリプトではこれらの代替

文字を使用します。 たとえば、以下のように AND 演算子を使用して、複

合条件を指定します。 
<if>%%V1%%=Associates &amp; %%respstatus%%=normal 

XML には、CDATA 仕様を使用して、データの行全体のエスケープを行う方

法があります。 たとえば、XML 特殊文字が含まれている HTML ページを解

析するには、以下のように、データの前に <![CDATA[、データの後に ]]> を

指定します。 
<parse><![CDATA[this is a sample &lt; %%VAR1%% &gt;]]></parse> 

［Edit］-［Insert］-［Request Tag］-［Parse］を使用して <parse> タグを作

成すると、エスケープ シーケンスがユーザに対して作成されます。 
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スクリプト サンプル 

このセクションには、以下が含まれます。 

■ 基本的なスクリプトのサンプル (P. 106) 

■ スクリプト条件およびコンテンツ変数 (P. 107) 

■ コンテンツ変数サンプル 1 (P. 107) 

■ コンテンツ変数サンプル 2 (P. 108) 

■ スクリプト予約済み変数 (P. 109) 

■ <setvar> サンプル (P. 112) 

■ <stop> または stop 属性を使用したスクリプトの停止 (P. 113) 
 

基本的なスクリプトのサンプル 

以下の XML サンプルでは、3 つの要求が順番にサブミットされます。 タイ

ムアウト値はスクリプト レベルで指定されます。 独自のタイムアウト値

（30,000 ms）を持つ 3 番目の要求を除く、すべての要求に有効です。 
<script>sampleone 

<attributes>timeout=20000</attributes> 

  <request> 

    <url>www.aaa.com</url> 

  </request> 

  <request> 

    <url>www.bbb.com</url> 

  </request> 

  <request> 

    <attributes>timeout=30000</attributes> 

    <url>www.ccc.com</url> 

  </request> 

</script> 
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スクリプト条件およびコンテンツ変数 

条件を使用して、スクリプトの処理フローを制御できます。 条件により、

要求を処理する方法を指定できます。 また、要求内でコンポーネントを

処理する方法も指定できます。 <parse> タグを使用すると、ページ コンテ

ンツから変数値を設定できます。 先頭と末尾の文字列がページ内で一意

ではない場合は、変数の配列が返されます。 一意の一致を容易にするた

め、また値の大きな文字列を防止するため、解析は一度に 1 行に制限され

ています。 変数名は、%% （2 つのパーセンテージ記号）を使用して区切

る必要があります。また、変数名には、英数字のみを使用できます。 

条件は、要求のコンテンツおよび属性を決定するために、要求がサブミッ

トされる前に評価されます。 条件は、応答を受信してステータスを設定

するか、スクリプトを停止した後も評価されます。 

AND 条件に対して & を使用し、OR 条件に対して | を使用して、複合条件

を指定できます。 複合条件は、左から右に評価されます。 また、条件を

ネストすることもできます。 

以下の演算子がサポートされています。 

■ = 等しい 

■ > より大きい 

■ < より小さい 

■ != 等しくない 
 

コンテンツ変数サンプル 1 

以下の XML サンプルでは、変数は、最初の要求で返されたページのコン

テンツから解析されます。 変数値に基づいて、要求 2 または要求 3 のいず

れかがサブミットされます。 
<script>sampletwo 

  <request> 

    <parse>Computer %%V1%% International</parse> 

    <url>www.aaa.com</url> 

  </request> 

<if>%%V1%%=Associates 
 

<then> 

  <request> 

    <url>www.bbb.com</url> 

  </request> 

</then> 
 



スクリプト サンプル 
 

108  Transaction Generator Implementation Guide 
 

<else> 

  <request> 

    <url>www.ccc.com</url> 

  </request> 

</else> 

</if> 

</script> 
 

コンテンツ変数サンプル 2 

以下の XML サンプルは、上記のサンプルと同様です。 要求内に条件を指

定します。 論理上、結果は同じですが、このサンプルでは 2 つの要求がサ

ブミットされます。 最初の要求の応答ステータスに対する確認は、複合

条件を実行するために追加されています。 
<script>samplethree 

  <request> 

    <parse>Computer %%V1%% International</parse> 

    <url>www.aaa.com</url> 

  </request> 
 

  <request> 

    <if>%%V1%%=Associates & %%respstatus%%=normal 

    <then> 

      <url>www.bbb.com</url> 

    </then> 

    <else> 

      <url>www.ccc.com</url> 

    </else> 

    </if> 

  </request> 

</script> 
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スクリプト予約済み変数 

以下の変数がスクリプト言語に組み込まれており、これらの値は、各要求

に従って更新されます。 これらは、スクリプト内のスコープでグローバ

ルです。 1 つの要求からの応答をテストして、後続の要求および要求コン

ポーネントを制御できます。 「予約済み変数サンプル (P. 111)」も参照し

てください。 

要求変数 

以下の予約済み変数が要求レベルで適用されます。 

■ %%respstatus%% 

応答ステータス： Normal または Critical。 

■ %%statuscode%% 

HTTP ステータス コード。 
 

■ %%firstbyte%% 

最初のバイトを取得する応答時間（ミリ秒）。 
 

■ %%lastbyte%% 

すべてのコンテンツのすべての最後のバイトを取得する応答時間（ミ

リ秒）。 
 

■ %%size%% 

サイズ（バイト）。 
 

■ %%avgresponse%% 

この要求の累積的な平均応答時間（ミリ秒）。 
 

■ %%critpolls%% 

この要求の累積的なエラー応答の数。 
 

スクリプト変数 

以下の予約済み変数がスクリプト レベルで適用されます。 

■ %%tranresponse%% 

スクリプト全体の応答時間（ミリ秒）。 

■ %%transize%% 

スクリプト全体の合計サイズ（バイト）。 
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■ %%transtatus%% 

全体的なスクリプト ステータス： Normal または Critical。 実行された

すべての要求を組み合わせたステータス。 
 

■ %%trantotalavgresponse%% 

このスクリプトの累積的な平均応答時間（ミリ秒）。 
 

■ %%trantotalcritpolls%% 

このスクリプトの累積的なエラー応答の数。 
 

日付変数 

以下の組み込み変数は、すべてのスクリプト実行の開始時に更新されます。 

■ %%day%% 

日 

■ %%month%% 

月 
 

■ %%year2%% 

2 桁の年数 
 

■ %%year4%% 

4 桁の年数 

グローバル変数 

以下に、スクリプト実行間のスコープでグローバルな予約済み変数のみを

示します。 

■ %%prevtranstatus%% 

このスクリプトの以前の実行ステータス（Normal または Critical）。 こ

の変数を使用して、初めてステータス変更が発生した場合のみ true に

なる条件を作成できます。 

スクリプトの実行によって値が変化しない、独自のグローバル変数をコー

ド化できます。 GLOBAL で始まる変数名には、スクリプトが起動するとき

にクリアされる値がありません。 
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予約済み変数サンプル 

以下の XML サンプルでは、2 番目または 3 番目の要求がサブミットされる

かどうかを決定するため、最初の要求からの応答ステータスがテストされ

ます。 4 番目の要求のタイムアウト値は、サブミットされた前の要求から

の応答によって異なります。 1 行に複数のタグを指定できることに注意し

てください。 読みやすさを向上させるため、必要に応じて XML スクリプ

ト コードを字下げすることをお勧めします。 
<script>samplefour 

  <request> 

    <url>www.aaa.com</url> 

  </request> 

  <if>%%respstatus%%=normal 
 

  <then> 

    <request> 

      <url>www.bbb.com</url> 

    </request> 

  </then> 
 

  <else> 

    <request> 

      <url>www.ccc.com</url> 

    </request> 

  </else> 
 

  </if> 

  <request> 

    <if>%%respstatus%%=critical 

    <then><attributes>timeout=30000</attributes></then> 

    </if> 

    <url>www.ddd.com</url> 

  </request> 

</script> 
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<setvar> サンプル 

<setvar> 値には、文字列、算術式、またはコマンドの出力を設定できます。 

値には、その他の変数を含めることもできます。 

変数 

たとえば、<setvar> タグにはその他の変数を含めることができるため、こ

のタグを使用して変数をインクリメントするか、変数を組み合わせること

ができます。 
<setvar>var1=%%day%% + 1</setvar> 

このタグは、日付の値が 1 ずつ段階的に増加する変数（var1）になります。 
 

グローバル変数 

通常、スクリプト変数には、スクリプトの 1 回の実行に対する値のみ保持

されます。 ただし、スクリプトの実行によって値が変化しないグローバ

ル変数を指定できます。 GLOBAL で始まる変数名には、スクリプトが起動

するときにクリアされる値がありません。 
 

プログラムとタイムアウト値 

外部プログラムまたはスクリプトを使用して、変数に値を割り当てること

もできます。 <setvar> タグで指定されたプロセスが実行され、stdout に書

き込まれた値がその変数の値として使用されます。 以下の例について考

えてみます。 
<setvar>var1=exec(cmd.exe /c testext.bat)</setvar> 

 

var1 が評価されるたびに testext.bat が実行され、結果の stdout がファイル

にリダイレクトされます。CA APM TG エージェントは、そのファイルを読

み取って、var1 に使用する値を取得します。 ファイルは、

scriptname.variablename のファイル名で <WTG_Home>/wtgaent_instance 

ディレクトリに書き込まれます。 

デフォルトでは、CA APM TG エージェントは、処理を実行するために 2 秒

間待機します。 さらに時間が必要な場合、<setvar> タグでオプションのタ

イムアウト値（秒単位）を指定できます。 
<setvar>var1=exec(c:¥longprogram.exe),timeout=5</setvar> 

タイムアウト期間が終了し、値が見つからなかった場合は、CA APM TG 

エージェントが実行中のプロセスを強制終了しようとします。 
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<stop> タグまたは stop 属性を使用したスクリプトの停止 

CA APM TG スクリプトには、<stop> タグおよび stop 属性など、スクリプト

を停止できる複数の方法があります。 <stop> タグは、任意の時点で使用

できます。 stop 属性は、スクリプト レベルで使用できます。 

停止スクリプト サンプル 1 

以下の XML サンプルでは、最初の要求からの応答が確認されます。 応答

がクリティカルな場合は、スクリプトが停止され、2 番目の要求がサブ

ミットされません。 
<script>samplefive 

  <request> 

    <url>www.aaa.com</url> 

  </request> 

  <if>%%respstatus%%=critical<then><stop></stop></then></if> 

  <request> 

    <url>www.bbb.com</url> 

  </request> 

</script> 
 

停止スクリプト サンプル 2 

以下の XML サンプルでは、任意の要求からの応答が確認されます。 応答

がクリティカルな場合は、スクリプトが停止され、後続の要求がサブミッ

トされません。 
<script>samplefive 

  <attributes>stop=critical</attributes> 

  <request> 

    <url>www.aaa.com</url> 

  </request> 

  <request> 

    <url>www.bbb.com</url> 

  </request> 

  <request> 

    <url>www.ccc.com</url> 

  </request> 

</script> 
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第 5 章： CA APM TG メトリックの表示 
 

この章では、CA Introscope® Workstation の CA APM TG 固有の要素について

説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA Introscope® による CA APM TG データの表示 (P. 115) 

CA CEM による CA APM TG データの表示 (P. 121) 
 

CA Introscope® による CA APM TG データの表示 

CA Introscope® Investigator では、さまざまな異なるソースから CA 

Introscope® によって収集されたメトリック データを表示できます。 

Investigator の左側はツリー構造を使用して、Enterprise Manager にレポー

トするエージェントによってレポートされたメトリック データを整理し

ます。 メトリックは、ホスト、プロセス、Agent、およびリソースの種類

別に階層的に整理されています。 ツリー内の項目を選択すると、

Investigator は、｢ビューア］ペインでそのエレメントに関連付けられたデー

タのビューを表示します。 
 

Investigator の右側の［ビューア］ペインには、ツリーで現在選択されてい

るリソースまたはメトリックの詳細が、通常はグラフィカルに表示されま

す。 ツリーで選択した項目に応じて、［ビューア］ペインの上部のタブ

で、1 つ以上のビューを選択できます。 ビューによっては、ビューアに表

示されるデータを制御するオプションが、［ビューア］ペインの下部セク

ションに表示されます。 

CA Introscope® Investigator の詳細については、「CA Introscope® Workstation 

ユーザ ガイド」を参照してください。 

CA Introscope® Investigator で CA APM TG メトリックを表示する方法 

1. CA APM TG エージェントがアクティブであり、CA Introscope® にデータ

を送信できることを確認します。 

「CA Introscope® Investigator での CA APM TG 情報の表示 (P. 25)」および

「CA APM TG エージェントの設定 (P. 23)」を参照してください。 

2. CA Introscope® Enterprise Manager を起動します。 
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3. CA Introscope® Workstation を起動してログインします。 

4. Investigator ウィンドウを開き、CA APM TG エージェントをホストする

マシンに移動します。 

すべての CA APM TG 固有のメトリックが、Investigator ツリーの CA 

APM TG エージェント ノードの下に表示されます。 
 

CA Introscope® の CA APM TG エージェント メトリック 

以下の CA APM TG エージェント固有のメトリックが CA Introscope® 

Investigator で表示可能です。 

■ Heartbeat — 0 と 1 の間で切り替わり、Enterprise Manager、EPAgent、

および CA APM TG エージェント間のアクティブな接続を示します。 

■ IP Address — CA APM TG エージェントのプライマリ IP アドレス。 

■ Launch Time — CA APM TG エージェントを起動した日時。 

■ Location — （オプション）wtgagent.ini ファイルで設定できます。 

注： 値が含まれていない限り、このメトリック情報は CA Introscope® に

送信されません。 

■ Script Count —メトリックを CA Introscope® に送信していない場合を含

めて、CA APM TG エージェントで監視されているスクリプト数。 

■ Site Status — CA APM TG エージェントのステータス。以下のステータス

があります。 

■ 0 = ダウン 

■ 1 = 正常 

■ 3 = クリティカル 

■ Time Zone — GMT での CA APM TG エージェントのタイム ゾーン。 

■ Version —CA APM TG エージェントのバージョン。 
 

その他のメトリック 

スクリプト、要求、およびコンポーネントのメトリックは、CA APM TG で

も使用できます。 メトリックは、CA APM TG エージェントの起動設定ファ

イル内の IntroscopeMetrics キーワードに構成プロパティを追加すること

によって有効になります。 詳細については、「CA APM TG エージェントの

起動設定 (P. 32)」を参照してください。 
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スクリプト メトリック 

構成プロパティを追加することで有効にできる、使用可能なスクリプト 

メトリックを以下に示します。 

■ Script Status 

構成プロパティ： status 

■ Description 

構成プロパティ： descript 
 

■ Poll Start 

構成プロパティ： pollstart 
 

■ Poll End 

構成プロパティ： pollend 
 

■ Next Poll 

構成プロパティ： pollnext 
 

■ Script Last Modified 

構成プロパティ： lastmod 
 

■ Critical Poll Count 

構成プロパティ： critpolls 
 

要求メトリック 

以下に、使用可能な要求メトリックを示します。 

■ Component Count 

構成プロパティ： compcount 

■ Description 

構成プロパティ： descript 
 

■ Detail Level 

構成プロパティ： detail 
 

■ Request Status 

構成プロパティ： status 
 

■ Status Message 

構成プロパティ： statusmsg 
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■ Total Bytes 

構成プロパティ： totalbytes 
 

■ URL 

構成プロパティ： url 
 

■ Error Timeout Specification 

構成プロパティ： critthresh 
 

■ Response Time 

構成プロパティ： resptime 
 

■ First Byte Time 

構成プロパティ： firstbyte 
 

■ Download Time 

構成プロパティ： download 
 

■ Connect Time 

構成プロパティ： connect 
 

■ Ping Time 

構成プロパティ： ping 
 

■ Throughput 

構成プロパティ： throughput 
 

■ Accuracy Specification 

構成プロパティ： accuracy 
 

■ Response Status 

構成プロパティ： respstatus 

■ Accuracy Status 

構成プロパティ： accstatus 

■ Percent Available 

構成プロパティ： avail 
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コンポーネント メトリック 

以下に、使用可能なコンポーネント メトリックを示します。 

■ Component Type 

構成プロパティ： comptype 

■ Component Total Bytes 

構成プロパティ： compbytes 
 

■ Component Status 

構成プロパティ： compstatus 
 

■ Component Status Message 

構成プロパティ： compstatusmsg 
 

■ Component Response Time 

構成プロパティ： compresptime 
 

■ Component Download Time 

構成プロパティ： compdownload 
 

CA APM TG 固有のタブ ビュー 

CA Introscope® のメトリック追跡機能を拡張するため、CA APM TG 固有の

タブ ビューが CA Introscope® Workstation インターフェースに追加されて

います。 CA Introscope® Investigator の詳細については、「CA Introscope® 

Workstation ユーザ ガイド」を参照してください。 
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［CA APM TG - agent］タブ 

［CA APM TG - agent］タブは、CA APM TG エージェントを CA Introscope® ツ

リー ビューから選択した場合に使用できます。 また、［CA APM TG - agent］

タブは、CA APM TG エージェントに関連付けられているスクリプトが 

Investigator ツリー ビューから選択された場合（たとえば、スクリプトの

下の［Request］ノード）にも使用できます。 

［メトリック リスト］タブ 

［メトリック リスト］タブには、エージェントの IP アドレス、エージェ

ントに関連付けられているスクリプト数、および選択したマシンで実行さ

れているエージェントのバージョンなど、CA APM TG エージェント情報ま

たはスクリプト情報が表示されます。 いくつかのメトリックを使用して、

CA Introscope® ダッシュボードでアラートを作成できます。 たとえば、接

続に応じて 0 と 1 を切り替えるハートビートのメトリックは、Enterprise 

Manager と CA APM TG エージェント間で接続が失われたかどうかを判断

するアラートを構築するために使用できます。 

［メトリック リスト］タブのコンテンツは、ツリー ビューで選択したス

クリプトのタイプによって異なります。 
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CA CEM による CA APM TG データの表示 

CEM コンソール は、CA APM TG によって生成された合成トランザクション

を追跡および監視して、合成トランザクション用のビジネス トランザク

ション定義を自動的に作成します。 すべての合成トランザクションは 

CEM コンソール で合成としてマークされるため、Web サイトまたは Web 

アプリケーション内の問題にプロアクティブに対処するためのトランザ

クションを容易に識別および使用できます。 

注： CA CEM ビジネス アプリケーションを設定しない場合、CA CEM に送信

されるすべての CA APM TG スクリプトが CA CEM デフォルト アプリケー

ションに関連付けられます。これは、元の設定に CA CEM で含まれます。 

（CA CEM デフォルト アプリケーションが CA CEM に存在しない場合、CA 

APM TG スクリプトが CA CEM に送信されるときに、新しい CA APM TG ア

プリケーションが作成されます。） 

CEM コンソール で CA APM TG メトリックを表示する方法 

1. CA APM TG エージェントがアクティブであり、CA CEM にデータを送信

できることを確認します。 

「CA CEM での CA APM TG エージェントの可用性の表示 (P. 31)」および

「CA APM TG エージェントの設定 (P. 23)」を参照してください。 

2. CA CEM にスクリプトを送信します。 

「CA CEM へのスクリプトの送信 (P. 65)」を参照してください。 
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CA APM TG トランザクションの識別 

CA APM TG は、CA CEM が合成トランザクション（x-wtg-info ヘッダ）とし

て認識する HTTP ヘッダを送信します。 次に、CA CEM 応答メトリックを CA 

CEM レポート内でグループ化して、合成からの実際のユーザを区別し、ア

クティビティとそのアクティビティを作成した CA APM TG 監視対象オブ

ジェクトを関連付けることができます。  

ヘッダは、CA APM TG によって生成されたすべての要求に含まれています。 

ヘッダを使用して CA APM TG トランザクションを識別できるため、それら

を実際のトランザクションとは切り離して監視することもできます。 CA 

APM TG トランザクション用の個別のユーザ グループを作成することに

より、これを実行できます。 CA CEM でユーザ グループを作成する場合は、

パラメータのドロップダウン リストから［x-wtg-info header］を選択でき

ます。 また、CA APM TG トランザクションを識別するため、ビジネス ト

ランザクションやユーザ グループの名前を「Robot Transaction」または

「Robot User」などに変更することもできます。  
 

CA APM Transaction Generator と CA CEM との統合で使用される用語 

用語は製品統合における重要な要素です。 製品に詳しくない場合は、使

用される用語の意味をよく理解しておく必要があります。 また、CA CEM の

用語や定義が、CA APM TG の用語とどのように対応しているかも理解して

おく必要があります。  
 

CA APM Transaction Generator の用語 

以下に、製品統合に関連する CA APM TG の用語を示します。  

要求  

ポーリングされる個別の URL。  

スクリプト  

Web アプリケーションにアクセスする際に、ユーザによる特定または

複数のアクションをシミュレートする 1 つ以上の要求。  

エラー  

成功した応答を返さない要求。  
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CA APM Transaction Generator と CA CEM の用語の対応 

展開のサイクルやマニュアルの対象読者は製品によって異なる場合があ

ります。 これらの違いは、多くの場合、製品の用語や定義も異なること

を意味します。  

1 対 1 に対応していることもあります（たとえば、ある製品のインシデン

トが別の製品のチケットに対応している場合があります）。 また、同じ

用語でも製品によって意味が微妙に異なることもあります。これにより、

混乱が発生する場合があります。  

用語の対応を理解しておくと、製品の統合作業をスムーズに進めることが

できます。  

障害  

CA APM TG の障害は、スクリプト要求がエラーになる場合だけです。  

トランザクション  

CA CEM トランザクションは、1 つの Web ページを表す 1 つの CA APM 

TG 要求にマップします。  
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付録 A: RTM サーバの設定 
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監視する URL を指定する前に、プロキシ サーバ情報を指定して、CA APM 

TG エージェントが Web サイトにアクセスできるようにする必要がある場

合があります。 プロキシ サーバを使用してインターネットにアクセスす

る場合、CA APM TG エージェントは、RTMCServer 設定アプリケーションを

使用して 1 つの場所のプロキシ情報を提供します。 RTMCServer 設定アプ

リケーションを使用すると、Web サイトをテストする CA APM TG エー

ジェントによって使用されるプロキシ情報を指定できます。 

プロキシ サーバ情報を設定する方法 

1. ［RTM Configuration］ウィンドウにアクセスします。 

■ Windows デスクトップから、［スタート］-［プログラム］-［CA APM 

Transaction Generator］-［RTM Configuration］に移動します。 

■ Linux コンソールから、<apmtg_home>bin ディレクトリに移動し、

RTM Configuration スクリプトを実行します。 
./RTMConfig.sh 

注： ターミナル セッションを介して Linux にアクセスしている場合は、

<apmtg_home>/RTM_7201/RTMCServer.ini ファイルを手動で編集する必

要があります。 

［RTMCServer Configuration］ウィンドウが表示されます。 

2. 必要な情報を入力し、［OK］をクリックします。 

注： CA APM TG エージェントが両方のタイプのプロキシ サーバにアク

セスする必要がある場合は、HTTP プロキシと SSL プロキシの両方の情

報を指定します。 

以下のオプションを選択できます。 

■ User Agent — プロキシ サーバおよび Web サーバに対して自身を

識別するため、CA APM TG エージェントによって使用されるヘッダ 

タグ。 デフォルトは、このフィールドで表示されます。 

注： 一部の Web アプリケーションでは、このヘッダを使用してブ

ラウザの種類をチェックします。ヘッダが特定のブラウザからで

ない場合、エラーを返す場合があります。 Web サイトの要件を満

たすよう、このフィールドを変更します。 

■ Use Wininet — 監視している Web サイトが Windows NT チャレンジ

/レスポンスまたは Windows 拡張認証を使用している場合は、この

チェック ボックスをオンにします。 

注： この機能は、Linux プラットフォームでは使用できません。 
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■ Encrypt Configuration — このチェック ボックスをオンにすると、設

定ファイル（RTMCServer.ini）が暗号化されます。 プロキシ サーバ

がユーザ名やパスワードなどのセキュリティ情報を必要とする場

合に暗号化します。 設定ファイルを暗号化しない場合には、この

チェック ボックスをオフにします。 

注： 社内のセキュリティ ポリシーによって、設定ファイルの暗号

化が要求される場合があります。 ファイルの名前は RTMCserver.ini 

であり、<apmtg_home>/RTM_7201 ディレクトリに保存されます。 
 

■ Debug — このオプションをオンにすると、RTMCServer の詳細な追

跡が有効になります。 また、すべての要求のデバッグ ダンプ ファ

イルが作成されます。 追跡ログは、<apmtg_home>/RTM_7201 ディ

レクトリに保存されます。 

注： ディレクトリ名にある 7201 は、インストール時に指定された

デフォルトのポート番号で、後で設定できます。 このポートは、

CA APM TG エージェントと RTMCServer 間の通信用です。 7201 はデ

フォルトの設定ですが、設定することもできます。 
 

■ Log Size (bytes) — RTMCServer ログ ファイルのサイズ制限を入力し

ます。 デフォルトは 10000000 バイトです。 ログ ファイルがこの

サイズを超えると、新しいログ ファイルが開始されます。 
 

■ Retain logs — 保持する追跡ログの数を指定します。 この数に到達

すると、最も古いログが削除され、新しいログが開始されます。 
 

■ Ping Count — RTMCServer による各要求に対して試行される ICMP 

ping の数を指定します。 

1 より大きい値（> 1）を指定すると、平均応答が計算されます。 こ

の値は、CA APM TG 管理インターフェースおよび CA Introscope® 

Workstation の Ping (ms) メトリックで表示されます。 Ping (ms) メト

リックは、Web アプリケーションへのアクセスに要した最短の時

間を反映します。 

注： ほとんどのプロキシ サーバおよびファイアウォールは、ICMP 

ping をブロックするように設定されています。これにより、

Windows が、より多くの ping を発行する可能性があります。 この

「ping 攻撃」に対処するには、［Ping Count］を 0 にして RTMCServer 

でこの機能をオフにします。 
 

■ HTTP Proxy — Web サーバへの接続に使用するプロキシ サーバの名

前を入力します。 
 

■ HTTP Proxy Port — プロキシ サーバのポート番号を入力します。 
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■ HTTP Proxy User — 必要に応じて、プロキシ サーバにアクセスする

ユーザ ID を入力します。 
 

■ HTTP Proxy Pswd — 必要に応じて、プロキシ サーバにアクセスする

ユーザ ID のパスワードを入力します。 
 

■ SSL Proxy — Web サーバへの接続に使用されるセキュア プロキシ 

サーバの名前を入力します。 
 

■ SSL Proxy Port — セキュア プロキシ サーバのポート番号を入力し

ます。 

■ SSL Proxy User — 必要に応じて、セキュア プロキシ サーバにアクセ

スするユーザ ID を入力します。 

■ SSL Proxy Pswd — 必要に応じて、セキュア プロキシ サーバにアク

セスするユーザ ID のパスワードを入力します。 

3. Log Size と Retain Logs を除いて、RTMCServer プロセスの実行時に 

RTMCServer 設定を変更します。 ログ設定を有効にするには、

RTMCServer を再起動する必要があります。 
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付録 B: CA APM TG コマンド ライン ユーティリ

ティ（WTGUtil） 
 

このセクションでは、7 つの基本的なコマンドをサポートする CA APM TG 

コマンド ライン ユーティリティ（WTGUtil）について説明します。 

WTGUtil は通常、サーバの定期メンテナンス期間中にサーバに要求を行う

ように設定されたスクリプトまたはスクリプトのグループを無効にする

場合、およびその期間が完了してサーバが完全に操作可能になったときに

スクリプトまたはグループを有効にする場合に使用されます。 
 

このユーティリティは、手動で起動するか、Windows バッチ ファイルま

たは Linux シェル スクリプトを使用して起動します。 Windows のタスク 

スケジューラまたは Linux の cron ジョブを介して、バッチ ファイルまたは

スクリプトを特定の時間に実行するようにスケジュールできます。 

以下のセクションでは、WTGUtil の使用方法について説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

基本コマンドの説明 (P. 129) 
 

基本コマンドの説明 

すべてのコマンドは、CA APM TG エージェントへの要求メッセージの形式

で作成されます。 エージェントは、コマンドが受理されたかどうか、適

切な形式であるか、およびコマンド実行後に動作可能かどうかを示す応答

メッセージを送信します。 

■ list agent - CA APM TG エージェントによって記録された最後のステー

タス メッセージを要求します。 

■ load agent - 変更されたスクリプトまたはすべてのスクリプトを CA 

APM TG エージェントがロードすることを要求します。 
 

■ disable group - グループを無効にします。 
 

■ enable group - グループを有効にします。 
 

■ enable object - スクリプトを有効にします。 
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■ disable object - スクリプトを無効にします。 

■ Startramp - 特定の、事前設定されたスクリプトのロード ランピングを

開始します。 
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WTGUtil コマンドの構文 

wtgutil verb type ID=[-hHOST]  [-pPORT] 

■ verb = 

disable | enable | list | load | startramp 

■ disable/enable は、type = group/object の場合に適用 

■ startramp は、type = object の場合にのみ適用 

■ list/load は、type = agent の場合に適用 

■ type = 

group | object | agent 

■ ID = 

verb 固有の引数 

■ type = group/object の場合、ID = グループ名/スクリプト名 

■ load と type = agent を指定する場合、ID = modscripts または allscripts 

（大文字小文字の区別） 

■ list agent と指定する場合は不要 

注： type の ID では、大文字と小文字が区別されます。 スペースが含ま

れるパラメータは、引用符で囲む必要があります。 

■ HOST = 

IP アドレスの CA APM TG エージェント ホスト名（デフォルト = 

localhost） 

この引数はオプションです。 指定しない場合は、デフォルトのホスト

（localhost）が使用されます。 

■ PORT = 

CA APM TG エージェント ポート（デフォルト = 7700） 

この引数はオプションです。 指定しない場合は、デフォルトのポート

（7700）が使用されます。 

注： 引数を省略した場合や誤った引数を指定した場合は、ユーティリティ

を実行すると、構文の使用方法が表示されます。 
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例 

最初のコマンド例は、localhost のポート 7700 上の CA APM TG エージェン

トからの最後のステータス メッセージを要求します。 
wtgutil list agent 

wtgutil list agent -husmb78.ca.com -p7890 

wtgutil load agent id=allscripts 

wtgutil disable group id=TestGroup 

wtgutil enable group id=TestGroup 

wtgutil disable object id=test1 

wtgutil enable object id=test1 

wtgutil startramp object id=sample 
 

トレース メッセージ 

WTGUtil は、タイム スタンプが設定されたすべてのトレース メッセージを 

STDOUT およびログ ファイルに書き込みます。 ログ ファイルは wtgutil.log 

という名前で、<apmtg_home>¥log にあります。 

「ローカル CA APM TG エージェントに対して正常に実行されたコマンド 

(P. 132)」は典型的なトレース メッセージです。  
 

ローカル CA APM TG エージェントに対して正常に実行されたコマンド 
C::¥>wtgutil list agent 

 

10/17/2007 17:21:45.265 - [INFO ] List Agent 

10/17/2007 17:21:45.343 - [INFO ] Connected - Host: pc-2, IP: 127.0.0.1, Port: 7700 

10/17/2007 17:21:45.343 - [INFO ] Batch process complete - Added:1 

10/17/2007 17:21:45.343 - [INFO ] Disconnecting... 

10/17/2007 17:21:45.375 - [INFO ] Successful 
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